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1.は じ め に

ア ン シ ャ ン ・レ ジー ム 期 の フ ラ ン スで は,大 き く法 源 が 分 裂 し,北 部 で

は慣 習 法 が,南 部 で は 成 文 法 と して ロー マ法 が 援 川 され て い た。 しか も北

部で は,各 プ ロバ ン ス,各 村 に い た る まで,更 に分 裂 し,成 文化 だ に され

て い な か った。 こ う した状 態 は,ア ン シ ャ ン ・レジ ー ムが 終 焉 を迎 え る ま

で,つ い に解 消 され る こ とが な か った 。 大 革 命 後,ナ ポ レオ ン ・ボ ナ パ ル

トの ドで 開始 さ れ た民 法 典編 纂 の 際 に,起 草委 員 の 一 人 で あ っ た ボ ル タ リ

ス に よ る次 の一一文 は,こ の 事情 を 如 実 に示 して い る。

わ れ わ れ は,こ うい う風 に 表現 す る こ とが 許 され る な らば,成 文法 と
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慣習法とを,そ の体系の統一性を破壊せず又一般的な精神を損ねず して

その規定を調和せ しめ,又 は一ノ∫を以って他方を変更することが可能だ

と思われるときはいつも,こ れ らの間に和解を成立せ しめたのである1。

だ が,ア ン シ ャ ン ・レジ ー ム時 代 の フ ラ ンス人 法 律 家 らは,不 文状 態 に

あ った慣 習 法 を 前 に して,全 く手を こ まね いて い たの で は なか っ た。 中 世

に まで さか の ぼ るな らば,ボ ヴ ェ ジ地 方 ク レル モ ンの 法 律 家 ボ マ ノ ワ ー ル

は,『 ボ ヴ ェ ジ慣 習 法 書」(1280年 頃)を 著 した2。 ま た,「 フ ラ ンス民 法 典

の 父」 と も称 され る ほ ど に,そ の 著作 が フ ラ ンス民 法 典 編 纂 時 に盛 ん に参

照 され,条 文 と して 引 川 され も した ポ テ ィエ が 最 初 に ヒ梓 した研 究 は,オ

ル レア ン慣 習 法 で あ ったaO

法源 を いか に統 一 す るか,な か ん ず く慣 習 法 に ど う対 処 す る か につ い て,

フ ラ ン ス ーE権,そ して 法 律 家 ら の 間 で の 論 議 が 最 も深 め られ た の は,16

世紀 だ と され て い る。 以 後,E権 レベ ルで あれ,個 人 レベ ルで あれ,大 革

命 勃 発 まで 延 々 と続 け られ た慣 習 法 整 理 作 業 は,総 て,こ の議 論 の延 長1一

に あ る と 言 って も過 言で は な い1。

当時 の論 者 の うち,法 律 家 シ ャルル ・デ ュ ム ウラ ン(ラ テ ン名 カ ロル ス ・

モ リナ エ ウ ス,ChalesDuMoulin,1500-1566)は,後 の1720年 代 に,パ

リ最 高 法 院 付 弁 護Lブ ル ド ・ ド ・ リ ッ シ ェブ ー ル(BourdotDeRiche-

bourg)に よ って編 纂 され た 官許 の 『フ ラ ン ス新編 慣 習 法 集 成(全4巻)』

(NouveaucoutumiergeneralouCorpdescoutumes8ρ ηθrαZθSet

partictcliersdeFranceetdesprovincesconnuessouslenomdesGaules)

の 各 巻 扉 で,「 シ ャル ル ・デ ュム ウ ラ ン師 に よ る 注 釈 付 」(auxannota-

tionsdeM.ChalesDuMolin)と 副 題 に 付 さ れ る ほ ど,慣 習 法 の 専門 家

と して 名 を馳 せ た 人物 で あ る。 ま た,前 述 の ポ テ ィエ も,最 初 の 著 作 『オ

ル レア ン慣 習 法 』(Coutumesd'Oi°leans)の いた る と こ ろで,パ リ慣 習 法

に関 す るデ ュ ム ウ ラ ンの 見解 を参 照 して い る ほ ど で あ る。
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こ の デ ュ ム ウ ラ ン は,16iiヒ 紀 の 段 階 で,「 フ ラ ン ス慣 習 法 統 一 論 』

(OratiodeConcordiaetunionPconsuetudinumFrancis)と い う小 論 を

発 表 し,フ ラ ン ス全 上 に お け る慣 習 法 を 公 式 に編 纂 し,統 一 す べ き こ と を

提p昌 した。

デ ュ ム ウ ラ ンの慣 習 法 公式 編 纂 論 に つ い て,次 の よ うな 先 行研 究 が あ る。

まず,オ ラ ン ダ人 の法 制 史家 ヴ ァン ・カ ンが フラ ンス ・ア ンシ ャ ン ・レジー

ム時 代 の法 源 整理 の歴 史 を,歴 史 学 的 ・心 理 学 的 な観 点 か ら通 観 した研 究

の 中 で,デ ュ ム ウ ラ ンの 慣 習 法 公 式 編 纂 論 を検 討 して い る5。 次 に,フ ラ

ン スで も ル ネ ・フ ィ ロー ル が,1611ヒ 紀 の 司 法 制 度 改 革 に 尽 力 した,パ リ

最 高法 院 長官 ク リス トッフル ・ ド ・ トゥの 研 究 か ら,デ ュ ム ウ ラ ンの 重要

性 に 注 目 しf_;。 フ ラ ン ソ ワ ・オ リ ヴ ィエ ーマ ル タ ン もそ の 『フ ラ ン ス法

制 史 概 説 』 の 中 で わ ず か にii及 して い る7。 そ の 後,ジ ャ ン ール イ ・チ ロ

ウ が そ の 博i.論 文 「シ ャル ル ・デ ュ ム ウ ラ ン ル ネ ッサ ン ス期 一法 律

家 の法 源 論,法 学 方法 論,政 治 ・経 済 思 想 に つ い て 』(1980年)の 中 で,

包 括 的 に論 じて い るn。 ドイ ツで も,ク ラ ウ ス ・ル ー イ ッ クが,17-18世

紀 の法 典編 纂1僕 に つ い て の 比 較 法 制 史的 な観 点 か ら,若1二 の検 討 を 加 え

て い る'1。

筆 者 も,か つ て,別 稿 で 法 律 家 シ ャル ル ・デ ュ ム ウ ラ ンに よ る慣 習 法 公

式 編 纂 論 を 部 分 的 に 検 討 した こ とが あ る川。 しか し,紙 数 の 制約 に よ り,

彼 が そ の 見解 を述 べ た 『フ ラ ンス慣 習 法 統 一 論 』 を最 後 ま で分 析 す る こ と

は で きな か った。 そ こ で,本 稿 で は,以 ド,「 時 代 背 景 と フ ラ ン スE権 に

よ る対 応 」 を 整 理 したLで,「 デ ュ ム ウ ラ ンの 慣 習 法 公 式 編 纂 論 」 に つ い

て,論 じて い く。

2.時 代背 景 とフラ ンス王権 による対応

本 稿 の 冒 頭 で も触 れ た よ うに,ア ン シ ャ ン ・ レジー ム時 代 の フ ラ ンスの
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法 源 は,北 部 が 無 数 に細 分 化 した 慣 習 法 地 域,南 部 が 成 文 法(ロ ー マ法)

地 域 へ と分 裂 して いた 。 成 文 化 だ に され て い な い慣 習 法 源 に比 べ る と,ボ

ロー ニ ャ大 学 法 学 部 で 学 問 的 に 再発 見 され た ロ ー マ法 が,圧 倒 的 に優 れ て

い る こ と は一 日瞭 然 だ っ た。

しか し,フ ラ ンス 正権 は,ロ ー マ法 の適 用 を フ ラ ンス 全 一1:にま で 認 め る

こ とが で きな か っ た。 なぜ な らば,中 世 ヨー ロ ッパ の 「ユ ス ・コム ー ネ」

概 念 に よ る と,ロ ー マ法,カ ノ ン法 は,「 神 聖 ロー マ皇 帝 の 法 」 で あ る か

ら,こ れ らの 法 源 を 自 らの国 内 で援 用 す る政 治 権 力 者 は,神 聖 ロー マ 皇帝

の 統 治 ドに人 らね ば な らな くな る か らで あ る。 とは い え,ロ ー マ 法学 の 有

用 性 は否 定 の しよ うが なか った。

そ こ で,フ ラ ン ス国 王 フ ィ リ ップ ・ル ・ベ ル は,1312年7月17日 に オ

ル レア ン大学 に宛 てて 発 した 」三令 の 中 で,「1.判 決,2. -L令,3.慣 習 法 」

の 順 に法 源 適 用 順 序 を指 定 し,該 当す る法 源 が な い場 合 に の み,ロ ー マ法

を 補 充的 に適 用 す る こ と を 認 め だ1。

他 方,国 内 の 中 央集 権 化 を推 進 す る フ ラ ン ス1権 は,慣 習 法 地 域 で の 法

源 分 裂 状 態 を こ の ま ま放 置 して お くこ と が で き な か っ た。 そ こで,1454

年4月 に,国 王 シ ャル ル7ii七 は,モ ンテ ィ ・レ ・ ト ゥル1三令 第125条 で,

次 の よ う に慣 習 法 の 公 式編 纂 を 命 じた。

〔余,国Eシ ャ ル ル7世 は以 ドの こ と を知 ら しめ る。〕 す な わ ち,裁 判

に お け る 諸 当事 者 らは,余 の 最 高 法 院 法 廷 にお い て ば か りで な く,余 の

一1三国 の そ の 他 の 諸 判 事 らの 面 前 に お い て も,そ れ が 余 の もの で あれ 他 の

もの で あれ,複 数 の 慣 行,様 式,慣 習 法 を,持 ち 出 して い る。 〔そ れ ら

の慣 行,文 体,慣 習 法 は 〕 余 の 一r_国の 諸 地 方 が 様 々 に分 か れ て い る こ と

に 対 応 し,様 々に 分 か れ て い る。 諸 当事 者 らは,〔 慣 行,文 体,慣 習 法

を〕 証 明 す る こ とが必 要 で あ る。 この た め,訴 訟 が 長 引 くこ とが しば し

ば で あ り,諸 当 事 者 らに は,多 額 の 費 用 が か か る。 も しも,余 の 王 国 内
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の諸地方の慣習法,慣 行,様 式が成文化されるのであれば,こ のことに

より,訴 訟が著 しく短縮化されることであろう。諸当事者 らは 〔多額の

訴訟〕費用と準備費用 とから解放されることであろうし,判 事 らが下す

判決の内容 もより優れたものとなり,顕 然としたものになることだろう

(なぜな らば,諸 当事者 らが,同 一の地方でありなが ら,矛 盾する慣習

法を援用することがしばしば起こるからである。同様に,慣 習法が,諸

当事者 らの都合に任せて変わることもしばしばである。それゆえに,大

きな損害 と無駄 とが,余 の臣民 らに生 じている)。余は,余 の臣民 らの

間での訴訟を減少 させ,彼 らを 〔多額の訴訟〕費用と準備費用とから解

放 し,可 能な限 り 〔tantquefairesepourra〕 判決を確実なものとし,

〔慣習法から〕あらゆる種類の差異と矛盾とを除去せん と欲する。それ

ゆえに,余 は,以 下のことを,命 じ,発 し,宣 言 し,か つ規定する。す

なわち,余 の王国のあらゆる地域における慣習法,慣 行,お よび様式が

成文 化 され るべ きで あ り,余 の王 国 内の各地域 の慣習 法専 門家

〔coustumiers〕,法 実 務 家 ら に よ り検 討 され るべ き こ とを,で あ る。 慣

習法,慣 行,様 式は,こ のように検討された上で,冊 子の形に編纂され

る こ とで あ ろ う。 そ れ らの 冊 子 は,余 の面 前 ま で送 付 され るで あ ろ う。

そ して,そ れらの冊子は,余 の偉大な国王顧問会議,最 高法院の構成員

らに閲覧させ,そ れらの構成員 らに実地に検分させることであろう。そ

の上で,余 がそれらの冊子を正式に布告 し,認 可するであろう。このよ

うにして布告され認可された慣行,慣 習法,そ して様式は,そ れらが由

来するところの地方において,そ れらの地方での訴訟をつかさどる,余

の最高法院においても,尊 重されかつ遵守されるであろう。余の王国の

判事 らは,余 の 最 高 法 院 に お い て ば か りで な く,余 の バ イ ヤー ジ ュ,セ

ネ シ ョ ッセ ー に お い て その他の 〔裁判所の〕判事 らもまた 以

止のような慣行,慣 習法,お よび様式に則って,判 断を下すであろう。

その際に,そ れらの諸規定が由来するところの地方では,前 述の冊子に
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記録されている以外のものを証明する必要は,も はやないであろう。 こ

の よ うに して 記録 され,検 討 され,認 可 され た慣 習 法,様 式,お よ び慣

行 は,前 述 の よ うに,裁 判 に お い て 尊重 され,か つ 遵 守 され るべ き こ と

を,余 は 欲 す る。

しか しな が ら,余 は,我 が 最 高 法 院 で の 様 式 に抵 触 す るつ も りはい さ

さか もな い。 余 は,我 が}三国 の 総 て の 弁 護1:ら に対 し,前 述 の よ う に,

記録 され,検 討 され,布 告 され た 慣 習 法,慣 行,そ して 様 式 以 外 の もの

を,〔 訴 訟 の 場 に〕 巾 立て た り,提 議 す る こ とを,禁1Lす る。 これ と反

す る こ とを 為 そ う とす る者 を 罰 す る よ う に,余 は,前 述 の 判 事 らに厳 命

す る。 そ して,何 人 で あ れ,〔il:式 に 記 録 さ れ,検 討 され,布 告 され た

慣 習 法,慣 行,そ して 様 式 に〕 反 す る条 項 を 申 、アて,提 議 し,発 言す る

こ とを,判 事 らは 許 容 して はな らな い と も,余 は,厳 命 す る。

よ って 〔si〕,親愛 に して 忠 実 な る我 が 評 定 官 諸 候 現 に我 が 最 高

法 院 に勤 務 し,将 来 も勤 務 す るで あ ろ う に 対 して,パ リL座 裁 判

所 長 官 に対 して,我 がE国 の 総 て の 判'}紡 に対 し,そ の ドで 執務 す る代

理 官 ら も し も各 代 理 官 らが パ リ ヒ座 裁 判 所 長 官 の ドに あ るの で あ

れ ば に対 して,余 は以 下 の こ とを,命 令 と して ドす 。 す な わ ち,

彼 らは,以Lの よ う に成 文化 され た現 時 点 で の諸 法 律 お よ び諸1三令 を,

自 ら も尊 重 しか つ 遵 守 す べ き こ と,そ して,裁 判所 の 内外 に 関 わ らず,

これ らの 条 規 を,万 人が 尊 重 し遵 守 し,違 反 しな い よ うに させ る こ と,

を 命 令 と して ドす 。 以 トの こ とを確 定 す る た め に,余 は こ こに我 が 丑三璽

を 押 す 。

モ ンテ ィ ・レ ・ トゥー ル にて,降 誕 暦1458年4月,復 活 祭 を 前 に,

余 の 治 世32年 日に,署 名 せ り(〔 〕 内 お よ び ド線 部 は 引用 者)12。

要約 す るな らば,国1三 が,各 地 方 に,慣 習 法 導門 家 そ して法 実 務 家 らを

派 遣 し,慣 習 法 につ いて 調 査 させ,そ れ を記 録 に と らせ る。 そ して,国 一t:
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顧 問 会 議,パ リ最 高 法 院 で 検 討 し,そ の構 成 員 らが,実 地 に検 分 に行 き,

慣 習 法 を11三式 に 認 可 す る,と い う手続 で あ る。

と こ ろが,後 に,ポ テ ィエ が 「こ のis令 は 久 し く施 行 さ れ な か っ た」ll

と述 べ て い る よ うに,慣 習 法 を公 式 に編 纂 す る 作 業 は,手 つ か ず の ま ま放

置 さ れ た 。 な ぜ な ら ば,以 ド引 川 す る シ ャ ル ル8世 に よ る1三公 開 状

(lettrespatentes)14の 中 に 散 見 す る よ うに,手 続 が 複 雑 で あ り,し か も,

最 高法 院 の 評 定 官 らが,執 務 多忙 だ った か らで あ る。 こ う した 事態 を打 開

す る た め に,1498年 に,シ ャル ル8qtrは 次 の よ うに 命 じた 。

フ ラ ン ス国 王で あ る 余,シ ャル ル 〔8世 〕 は,神 の 恩 寵 に よ り,こ の

is公開状 を 閲 覧 す る と こ ろ の総 て の 者 に 対 して,祝 福 を 送 る。 余 の ドに

提 出 され た 数 件 の 訴 状 お よ び陳 情 書 は,我 が1三国 の慣 習 法 の 証 明 に関 わ

る もの で あ った 。 そ の 証 明 に お い て,… … 〔中 略 〕 … … 幾 つ もの 間 違 い

と濫 川 とが 生 じて い るば か りで な く,同 一 の 裁 判 管 轄 区 に お いて で す ら,

諸慣 習 法 は 矛 盾 して いた り,圧 い に 食 い違 って い る。 そ の 結 果 と して,

我 が バ イ イ,セ ネ シ ョ ッセ ー各 裁 判所 や,そ の 他 の 我 が 判 事 ら は,か く

も慣 脅 法 が 矛 盾 した り多 様 に 食 い違 った状 態 に あ るた め,判 決 を ドす に

あ た って,大 きな 困 難 に 直 面 して い る。 そ のis,我 が 臣民 ら も,… …

〔中 略 〕 … … 著 し く損 害 を こ うむ って い る。 彼 らに と って も,1該 の 諸

慣 習 法 を 証 明 す る にあ た って,多 額 の訴 訟 費 用 や 準 備 費 用 に 多額 の 金 銭

を 支払 わ ね ば な らな い こ と に な って い る か らで あ る。 以Lの よ う な不 都

合 な状 態 に 対 処 す るた め に,余 は,こ こに以 ドの よ う に規 定 した 。 す な

わ ち,こ の 目的 を 達 成 す るべ く,我 が バ イ イ,セ ネ シ ョ ッセ ー各 裁 判所

や,我 がL:lailのそ の 他 の 判 事 らに,委 任 し,我 が 官 吏 〔オ フ ィ シ ィエ〕

ら,教 会 聖 職 者,貴 族,法 実 務 家 ら,こ の 分 野 に明 る い そ の他 の篤 志 家

〔gensdebienencecognoissans〕 を,そ れ ぞ れ の 裁 判 管 轄 区 に於 い て

動 員 し,こ れ らの諸 慣 習 法 を 記録 す るよ うに,と 余 は 規 定 した の で あ る。
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な お,そ の 際 に,諸 慣 習 法 テ ク ス トと共 に,「 修IEし,検 討 し,減 少 さ

せ,解 釈 に[:夫 を 要 す る と思 わ れ る」 こ とに つ い て,rlら の 見解 を 付 加

す べ き こ とを,規 定 した の で あ る。 そ して,こ こに,理 性 に 基 づ い て で

も,諸 慣 習 法 を 準 備 す る た め に,余 の ドに,〔 諸 慣 習 法 を 〕 送 付 せ しめ

た。 余 の 当 該 王 令 に 応 じて,大 部 分 の我 が セ ネ シ ョ ッセ ー,バ イ イ各 裁

判所,お よ び,我 がL=国 の そ の 他 の 判 事 らが,自 らの 裁 判 管 轄 区 内 の 諸

慣 習 法 を 書 面 に 記録 し,i名 し,確 定 の 」二,余 の ドに送 付 した。 爾 来,

リ ヨ ンに て1495年1月19日 付 で 署 名 した我 が 王公 開状 に よ り,'」条該 王

公 開 状 中 に述 べ た 大義 の た め に,余 は,親 愛 に して忠 実 な る諸1評定 官 で

あ る以 ドの諸 氏 を任 命 し,派 遣 した。 す な わ ち,我 が最 高法 院 副 長官 チ

ボ ー ・バ イ レ師,我 が宮 内庁 調 査官 ギ ョー ム ・ ドゥ ヴ ェ師,調 査担 当長

官 ニ コル ・ ド ・ア ッ ク ヴ ィー ユ 師 お よ び エ チ ェ ン ヌ ・ポ ン シ ェ師,我 が

宮 中評 定 官 ギ ー ・ア ル バ レ ス師 お よ び ギ ヨー ム ・ ド ・ブ ザ ン ソ ン師,検

事 ジ ャ ン ・ル ・メー トル 師 が そ うで あ る。 彼 らへ の 委 任状 に よ り,ヒ 述

の諸 慣 習 法 を実 地 に検 証 す る こ とを 命 じた。 当 該 委 任状 に 従 い,L掲 し

た,我 が評 定 官 お よ び 親任 官 〔コ ミッセ ー ル 〕 らは,幾 つ か の バ イヤ ー

ジュお よび セ ネ シ ョ ッセ ー各 裁 判 所 に お いて,諸 慣 習 法 を 実 地 に検 証 し,

何 ら問題 点 が な い こ とを確 認 した。 各 「1の見解 を 付 記 し,そ れ らの 諸慣

習 法 を 余 のFに 送 付 した 。 〔慣 習 法 に 内 包 され る〕 問題 点,こ れ に 付 さ

れ た 見解 を解 決 しそ して 認II∫す るた あ に,余 は,当 該 の 問 題 点 お よ び 見

解 を 実地 に検 証 す る こ とを,生 前我 が 最 高法 院 長官 な りき故エ ア ン ・ ド・

ラ ・ヴ ァ ッケ リー 師,最 高 法 院 の そ の 他 の 評 定 官 らに 命 じた。 彼 らは,

爾 来,慣 習 法 に つ い て,我 が バ イヤ ー ジ ュお よび セ ネ シ ョッセ ー 各 裁 判

所,そ の他 の 裁 判所 に お い て,何 も為 して い な い。 どれ ほ ど,我 が バ イ

ヤ ー ジュ お よ び セ ネ シ ョ ッセ ー 各 裁 判所 で の 諸慣 習 法 につ き,我 が策 一

親 任 官 らに検 討 させ,困 難 な諸 点 に 関 して,そ の 見解 を記 録 させ,前 述

した 故 エ ア ン ・ ド ・ラ ・ヴ ァ ッケ リー師 お よ び そ の他 の我 が親 任 官 ら と
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16世 紀 フランス慣習法 公式編纂論

連絡を取 らせたのだが,な にゆえに,当 該諸慣習法が余の認可を受けぬ

ままに放置されてきたか,ま た,ど れほど,そ れらの諸慣習法が我が第

一の親任官 らに検討され,様 々の困難な諸点につき彼らが諸見解を付記

したとしても,諸 長官およびその他の我が親任官らのうちの一人と連絡

を取るにあたりかの荘厳さを守らねばならなかったとして も,著 しい遅

延を伴わずしては終止符を打つことは困難だったのである。なぜならば,

我が最高法院は絶えず大きな業務を負っているか らである。同様にして,

当該諸慣習法を1刊行するに際 して遵守されるであろうところの,形 式お

よび荘厳な状態により,そ のような困難な諸点が除去されることであろ

う。そして,当 該の公示を為すために,各 バイヤージュ,セ ネショッセー

各裁判所および裁判管轄区において,三 身分を再び召集 し,三 身分列席

のLで,前 述 の 第 一 親 任官 ら 彼 らは,慣 習法を公示する任務を負っ

て い る が諸慣習法の中に発見 した様 々な問題点,そ して自分の諸

見解を読み ヒげるであろう。そ して,総 てが三身分により検討されなけ

ればならない。 三身分間で意見の相違があるとしても,総 意が得られな

い とい う場 合 で な い 限 り,記 録 し,そ の理 山 を 付 し,余 の 名 に お い て 整

序し,決 着をつけることとする。 三身分会議の総意で認可された,残 り

の慣習法については,包 括的に公表することとする。事前に各裁判所へ

の回覧に時間をかけた後,三 身分会議を再び招集し,審 議,検 討 し,な

お も意 見 の 相 違 が あ る と き に は,再 び,余 の ドに 報 告 せ ね ば な らな い。

同様に して,慣 習法源に明確な証拠がなく,各:三身分会議に共通する総

意による証拠 もない場合にはどうするか。 この問題に関 して終止符を打

つために この問題 は1495年1月1911以 降,久 しきにわたり,検

討が続けられてきたのであり,慣 習法の公示をこれ以L一遅滞せ しめぬた

めにも 余は,以 下のことを命ずる。すなわち,我 が第一親任官 ら

が実地に検分 した諸慣習法,そ して,彼 ら自身が見出し,彼 らが前述の

ヴァッケ リー師および我が最高法院のその他の親任官 らと為した照会に
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よ って も確 認 され た困 難 な諸 点,そ の他,我 が 第一 親 任官 らに よ って実

地 に検 分 され た と こ ろ の もの総 て は,バ イ ヤ ー ジ ュ,セ ネ シ ョ ッセ ー 各

裁 判 所 お よ び裁 判 管 轄 区 ご とに,公 示 され ね ば な らな い。 但 し,こ の よ

うに公示する際には,厳 格な手続が遵守されねばならない。すなわち,

周知のように三身分を召集すること,三 身分列席の ドに,困 難な諸点お

よび 見解 が 読 み上 げ られ,か つ 公 開 され る こ と,で あ る。 三身 分 の 間 で,

意見の食い違いがあり調整が得 られない場合には,余 の前で報告される

べ きで あ り,そ のLで,余 は然 るべ き措 置 を命 ず るで あ ろ う。 しか しな

が ら,各 三身 分 会 議,多 くの 正常 に機 能 して い る 三身 分 会 議,そ して 我

が 第一 親 任 官 らに よ って 確 認 され た と こ ろの,総 て の 慣 習 法 条 文 が 公 示

され る こ と を,余 は 欲す る。 我 が 然 る べ き学 識 お よ び… … 〔中略 〕 … …,

全 き 」三権 に よ り,以}の よ うな 様 式 に よ って 確 認 され た 諸 条 文 に内 包 さ

れ て い る 諸慣 習 法 を 維 持 す べ く,余 は,こ の モ公 開 状 に よ り決 定 し裁 可

した。 余 は,こ れ ら諸慣 習 法 が 不 可 侵 の 形 で 護 持 され,違 反 され る こ と

な く,永 久 の 法 と して 遵 守 され ん こ とを,欲 す る。 そ れ は,こ の よ う に

公示 さ れ た慣 習 法 と矛 盾 しな い しは 抵 触 す る よ うな,別 の 慣 習 法 が 持 出

さ れ な い た め で あ る。 総 て の 我 が バ イ イ,セ ネ シ ョ ッセ ー,そ して そ の

他 の 裁 判官 らに,裁 可 され た 諸慣 習 法 を 擁 護 し遵 守 させ,公 式 に 登 録 さ

せ る よ う に命 じる こ と に よ り そ れ らの 慣 習 法 の 中 に は,正 式 に 公

布 さ れ た慣 習 法 も付 加 され るの だ が そ れ につ い て 判断 す る た め に,

以kの よ うな 諸慣 習 法 を必 要 と した と ころ の,そ れ ぞ れ の 事 案 は,こ れ

らの諸 慣 習 法 に則 って,判 断 され,決 定 され るべ きで あ ろ う。 そ の結 果,

何 らの 問題 も生 じな い で あ ろ う し,正 式 に 公 示 され た1二掲 の よ うな慣 習

法 以 外 の もの を調 査 す る必 要 が な くな る で あ ろ う。 そ れ ゆ え に,我 が 第

一 親 任 官 ら
,そ して,彼 らの う ちか ら選 出せ られ た2名 の 親任 官 に命 ず

る こ と に よ り,余 は,以 ドの よ う に決 定 す る。 す な わ ち,我 が バ イ ヤ ー

ジ ュ,セ ネ シ ョ ッセ ー各 裁 判 所 お よ び そ の他 の我 が 裁 判 管 轄 区 に お い て
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彼 ら親 任,..['らは,公 示 す る た め に 公 的 に必 要 と さ れ た 形 式 と厳 格

な 手続 とを 擁 護 し遵 守 しつ つ,慣 習 法 を以 上二の よ うな 形 式 で 登 録 し,登

録 せ しめ,永 遠 の 法 と して擁 護 かっ 遵..1'せしむ る べ し,と 。 しか しな が

ら,も し も,か か る公 示 をす る こ と に よ り,当 該慣 習 法L一の 諸 条 文 に つ

き 何 らの 問 題 も生 じな いの で あれ ば,当 該 慣 習 法 に か か る 問 題 が な い こ

とを 願 う余 と して は,慣 習 法 公 示 をll的 と して汝 らの 中 か ら選 出 され た

諸氏 に 対 して,各 バ イヤ ー ジ ュ,セ ネ シ ョ ッセ ー,各 裁 判管 轄 区,あ る

い は,人 部 分 に お い てIE常 に機 能 して い る 裁 判管 轄 区 の 三身 分 会 議 の総

意 に よ り,こ れ ら慣 習 法 を 認 可す る権 限 を,与 え た の で あ り,'∫ え る こ

と とす る。 汝 ら諸 氏 に よ り選 出 され た親 任 官 らが,慣 習 法Lの 諸 条 文 中

に現 れ る 様 々な暇 疵 を 除 去 す る こ とが で きず,慣 習 法 につ い て の 公 示 を

為 し,そ れ らの暇 疵 が 認 可 さ れ た慣 習 法 の 各 条 文 に 関 して そ

の 効 力 の 内 に 内 包 され た ま ま であ る場 合 に は,余 は,以 ドの こ と を欲 し,

か つ,命 ず る。 す な わ ち,慣 習 法 につ いて 当該 公 示 を為 す た め に,汝 ら

諸 氏 の 中 か ら選 出 され た 親 任 官 らは,当 該 の 暇 疵 と 我 が 官 吏 らお

よ び 三身 分 会 議 の 人Lら か らの理 山付 け と 見 解 と 共 に 書面 へ 記 載

し,余 お よ び 大顧 問 会 議 の 人 ヒら,そ して 理 性 に従 って 判 断 し決

定 せ しあ るた め に余 が 派 遣 す る で あ ろ う と こ ろ の 親 任 官 らへ 送 付

す るべ き こ と を,命 ず る。 か く為 す べ く,汝 ら諸 氏 に 対 して,そ して,

前 述 の よ う に汝 らの 中 か ら選 出 され る で あ ろ う と ころ の 諸 氏 ら に対 して

も,こ の1三公 開 状 に よ り,特 別 な権 限,委 員 会,命 令 を 余 は 付 与す る。

我 が バ イ イ,セ ネ シ ョ ッセ ー,そ して 汝 ら諸 氏 か ら選 出 され るで

あ ろ う と ころ の 者以 外 の 我 が 官 吏 お よ び臣 民 らに 対 し,こ のis公

開 状 に よ り,余 は次 の よ う に命 ず る。 す な わ ち,こ れ らの 諸氏 は,〔r一

公 開 状 を 〕 遵 守 し,迅 速 に理 解 し,し か して 何 らか の 反 対 や 出 訴

が 為 さ れ,あ る い は 今 後 為 さ れ る で あ ろ う と して も 法 的 に 且isしく

か つ 合 理 的 な る あ らゆ る 丁段 に よ り強 制 され るべ き と こ ろの 者 ら総 て に
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対 して,か く為 す こ とを 強 制 せ ね ばな らな い,と 。 それ らの反 対 や 出訴

に 関 し,そ れ らを 考 慮 に入 れ ぬ こ と に し,い か な る態 様 で は あれ,認rl∫

され た慣 習 法 に 反 す る もの を,余 は 望 まな い。 なぜ な らば,そ れ らの反

対 や 出 訴,そ して 何 らか のis面 や,命 令,こ のf三公開 状 に反 す る ものが

あ って も,以kの 措 置 を 余 は 嘉 す る か らで あ る。 余 の 治 世第14年 目に

して,恩 寵 の 年 な る1497年 の3月15日 に,ア ン ボ ワ ー ズ に て 署 名

(〔 〕 内 お よ びF線 部 は 引 川 者)i.;。

す な わ ち,国]三 か ら派遣 され た 親 任 官 らは,各 地 方 の 湯 分 会 議 の 代 表

と,慣 習 法 につ い て検 討 し,問 題 が な け れ ば,整 序 し,国}=の 名 の ドに,

III.ちに 公 示(publication)さ せ る こ と に した。 三身 分 会 議 で 意 見 の 一 致

が 得 られ な い場 合 に は,再 度 協 議 し,そ のLで な お も総 意 が と との わ な け

れ ば,国Eに 報 告 させ る こ と と した。

フ ラ ン ス 王権 は,こ の よ うに して,慣 習 法 公 式編 纂 に 乗 り出 した。 慣 習

法 整 理 は,r-_に と り愁 眉 の 課題 で あ った。 デ ュム ウラ ンを も含 め,慣 習

法 は 多数 の 法 律 家 らの関 心 を 集 め て い くこ とに な る。

3.デ ュム ウラ ンの慣習法公式編 纂論

デ ュ ム ウ ラ ン は,強 烈 な ガ リ カ ニ ス ト(フ ラ ン ス1三 権 至 ヒ主 義,フ ラ ン

ス教 会 至kl三 義)で あ っ た 。 彼 は,フ ラ ン ス 王権 の 意 を 体 し,未 完 に 終 わ っ

た と は い え,最 初 の 著 作 『パ リ慣 翌 法 註 解 第1章 「封t」 』(Prirraapars

commentarioruminconsuetudinesparisienses,epitometitulil.de

feudis,1539)の 中 で,次 の よ う に 述 べ て い る。

一般的かつ共通で,古 代ガリア 〔フランス〕からのより理性的なる慣

習法 フランク人及びガリア人は常に何らかの一般的かつ共通の慣習法
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を イfして い た。 と りわ け て も,相 続,相 続 財 産,寡 婦 相 続 分,夫 婦 財産

相 続 制,邦 土,サ ー ン ス,買 戻 しに関 して の 諸 慣 習 法 は こ と ご と く ロー

マ人 らの ユ ス ・コ ム ー ネ とは くい ちが って い る。 なぜ な らば,ロ ー マ 人

らの 当該 ユ ス ・コム ー ネに 対 して フ ラ ン ク人 らは服 従 した こ とが な か っ

たか らで あ る。 そ して,か の 一 般 的 か つ 共通 の 慣 習 法 こそ が フ ラ ン ク人

及 び ガ リア 人 らの 固 有 か つ 共 通 の 法 で あ った(〔 〕 内 お よ び ド線 部 は

引 用 者)1蒔

す な わ ち,「 フ ラ ン ク 人 及 び ガ リ ア 人 ら の 圃 有 か つ 共 通 の 法 」(jUS

peculiare&communeFrancorum&Gallorum)で あ る 「一 般 的 か つ 共

通 の 慣 習 法 」(consuetudinesgenerales&communes)こ そ が,フ ラ ン

ス 国 内 の 法 で あ る べ き だ と デ ュ ム ウ ラ ン は1三 張 す る 。

更 に,

〔前略 〕 フ ラ ン ス及 び ガ リア の 諸 慣 習 法 の 中 で も,よ り生 命 が 長 くよ

り豊富 に して か つ 最 も多 くの 点 に お い て 困 難 な の が,封 土 につ いて の 論

考 で あ る。 そ れ ゆ え に,フ ラ ンス お よ び ガ リアE:1の 総 て の 残 存 せ る諸

慣習法に優越するところのパ リ慣習法についてのこの叙述が,こ の 〔封

1〕 に つ い て 始 ま るの は不 当 な こ とで は な い。 … … 〔lil略〕 … … パ1)慣

習 法 とは,こ の フ ラ ンスE:国,ベ ル ギ ー,ガ リア 全 ヒの 総 て の 慣 習 法 の

中心 で あ る(〔 〕 内 お よ び ド線 部 は 引 用 者)F。

として,「 パ リ慣習法がフランス国内の総ての諸慣習法に優越する」とい

う、γ場を示 している。これは,パ リ慣習法が援川されていたパリ最高法院

の裁判管轄区域が最大であったこと,慣 習法公式編纂事業が既にパ リ慣習

法を基軸にして実施中であったことによる。

しか し,慣 習法地域は,地 域 ごとに法源が更に分裂 してお り,直 ちに
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「一 般 的 か つ 共 通 の 慣 智 法 」 を 導 出 す る こ と は 困 難 だ っ た 。 こ の よ う な 状

況 に 直 而 し,彼 が 著 し た の が,「 フ ラ ン ス 慣 習 法 統 一 論 真 実 と 国 家 と

を 憂 え る現 在 お よ び 未 来 の 総 て の 人 々 に 』(OratiodeConcordiaetvnione

consuetudinumFrancis-adomnesveritatis&Rρ εPαわZεca2studiosos

pr認sθ 漉28&/厩 αros,1546)lnと い う 小 論 で あ る 。 以 下 は そ の 邦 訳 で あ る 。

必要不可欠なる良俗 明晰であり,均 衡のとれている良き法律が制定

され て い る こ と ほ ど,国 家 に と って 有 益 で あ り必 要 な もの は な い。 同様

に して,諸 法 律 が 混 沌 と しか つ 不 明 確 な状 態 で,無 法 者 お よ びILI賊 らの

中 に い る こ とほ ど,危 険 か つ 有 害 な もの は な い。 そ の結 果,善 良 か つ 平

穏 な 市民 らは,社 会 に お い て,白 らの身 体 ば か りか,白 らの 財産 を,少

し も守 る こ とが で きな い ほ どで あ る。 邪 悪 で 不i1=.な輩 らは(こ の うち,

概 して,自 らが 大 きな 騒 憂 の 原 因 と な っ て い る 者 もい るの だ が),あ ら

ゆ る機 会 を うか が い,根 拠 を 欠 い た 裁 判 を提 起 し,他 人 の 財産,特 に,

品行 方ilで 無 睾の 市民 らの財 産 を 略 奪 しよ う と して い る。 実 際 の と ころ,

裁 判 官 は,善 良 な る人 々を 守 る こ と も,悪 し き輩 らを 処 罰 す る こ と もで

き な い よ うだ。 そ の 原 因 は,法 が 混 沌 と しか つ 不 明 確 な状 態 に あ るか ら

だ。 は な は だ しい こ と には,多 くの 善 良 な る市 民 ら以 上に,特 に,孤 児

お よ び寡 婦 らが 彼 らを あ らゆ る 不 法 か ら保 護 す るた め に,と りわ

け て も,厳 格 な 制 裁 を 援 川 す べ き こ と,場 合 に よ って は,総 て の 政 治 家

ら に協 力 を 求 め るべ き こ とを 神 が 命 じて お い で な の だ が 虐 げ られ

て い る。 根 拠 を 欠 い た 裁 判 を提 起 す る輩 達 が 略 奪 品 を せ しめて い るの は,

諸慣 習 法 が 未 だ 成 文化 され て お らず,法 が,こ の1:も な く痛 ま しい ほ ど

に 混 沌 と し,か つ 不 明 確 な状 態 にあ るか らだ。 そ して,諸 慣 習 法 は,法

実 務 家 ら 〔pragmatici〕 の 気 ま ぐれ と誰 弁 との 原 因 に な っ て い る ば か

りか,こ のLも な く不itか つ 無節 操 な 悪漢 ど もに よ る曲解 の 原 因 と もな っ

て き た。 も し も,ど れ ほ ど多 くの 災 い を この 水蛇 め が 引 き起 こ して い る
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か を,私 が数 え1_:げ よ う とす るな らば,日 が 暮 れ て しま うこ とで あ ろ う。

第1に は,フ ラ ンス で は ほ とん ど何 らの 光 も存 在 しな か った し,市 民 法

につ いて の 確 固 と した学 問 も何 ら存 在 しな か った し,そ の 学 問 を 若 者 ら

が 熱 心 に学 ぶ こ と もな か った。 な に しろ,そ の 学 問 は 何 ら役 立た な か っ

た か らで あ る。 実 際 の と ころ,長 時 間 の 労 力 を 要 して まで 法 律 を 学 ぶ こ

と は,さ ほ どの経 費 が か か らぬ とは いえ,何 の 意 味が あ ったで あろ うか?

も し も,矛 盾 しな い しは 様 々に 相 違 して い る慣 習 法 が,ま だ 明 らか と は

な っ て い な い もの の,実 際 に 調 査 され て,確 定 され た た め に,す ぐにで

も発ftし た い とい う者 が,自 らの 口を 閉 ざす の で あれ ば。 第2に は,法

律 につ い て の学 識 が,こ の よ うな 状 況 の ドで 不 明 瞭 で あ った の だか ら,

や は り,そ れ以1:に 不 明 瞭 で あ りか つ 不 確 実 な 状 態 に あ っ た のが,慣 習

法 につ いて の 知 見 で あ った。 ちな み に,慣 習 法 の 存 在 を 裏 付 け る証 明 は,

混 乱 した 証rに よ る場 合 を 除 い て,何 ら為 され な か っ た。 そ して,そ の

証 明 は,〔 証 、亨に 立つ 〕'㌣ 拝者 の状 態 例 え ば,注 意 深 い とか,逆 に

注 意 力 に 欠 け て い た り とか,細 部 に こだ わ らな い とか,党 派 を組 ん で い

る とか,知 性 に 欠 け て い る とか に よ って,同 一 の 都 市 内 で あ る に

もか か わ らず,白,黒,あ るい は そ の 他 の色 で あ っ た り した。 時 と して,

いず れ か一 方 の 当事 者が 強 力 で あ る と同 時 に党 派 を組 ん で い る よ うな 人

物 で あ れ ば,両 当事 者 側 の 証 言を 公'Fに 勘 案 す る と,IYわ ば,「'ド 行 四

辺 形 の 対 角 線 に 基 づ い て 」,確 認 され る慣 習 法 は,矛 盾 しか つ 〔lllj当事

者 の 言分 が〕 一 致 す る こ との な い もの だ っ た。 こ う して,多 くの 不 誠実

な 証 人が 助 長 され た。 人 々は,偽 誓,粉 飾,詐 欺 に慣 れ き って しま った 。

そ して,不 　Fがllに 日 に蔓 延 して い っ た。 そ の 不il:が 今 もな お ま か り と

お って い る の が ペ ル テ ィケ ン ズ 地 方 で あ る。 そ こで は,実 に 数ilヒ紀 間

に もわ た り,諸 慣 習 法 につ い て,証 人 らが した た め た,相 反 す る,韮緬 類

を 調 べ る こ とが で き る。 だ が,そ の 際 に は,現 に 彼地 に 住 ん で い る人 々

に と って,大 き な恥 辱 と犠 牲 とが伴 う。 か つ て,神 が ペ ル テ ィケ ンス地
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方の 人 々 に対 して,抑 圧 さ れ る 者 らの 【nLと魂 とを お求 め に な った の は,

危 険 を顧 み な い輩 らが作 り出 した,こ の よ うな 「無法 状 態 」 と道 徳 腐 敗

状 態 が 原 閃 で あ ろ う。

神 聖 な る 〔国 王 〕 顧 問会 議 そ れ ゆ え に,イ ギ リス軍 が フ ラ ンスn.1.L

か ら駆 逐 さ れ た 後,ま ず は 国1:シ ャル ル7世 に よ り発 布 され た,か の 正

令・!iiで設 置 さ れ た 顧 問 会 議 の 面 々が,ど れ ほ ど フ ラ ン ス国 家 に と って 役

1jっ た か は,語 り尽 くせ な い。 す な わ ち,〔 フ ラ ン ス〕1三国 全 ヒの 諸慣

習 法 が,各 地 の 市民 らに よ り成 文 化 され,国 王顧 問 会 議 ま た は 〔パ リ〕

最 高法 院 へ と送 付 され,審 議 に 付 され,編 纂 され る。 次 い で,こ れ らの

諸 慣 習 法 が 国 モの権 威 に よ って 確 認 され る こ とに な って いた か らで あ る。

確 か に,こ れ ら面 々に よ る 〔国1=〕 顧 問 会 議 は 賞 賛 され て 然 るべ き で あ

る。 しか し,遺 憾 とす べ き は,前 述 のE令 が 発 布 され た 時 か ら90年 間

を経 て,こ の顧 問 会議 〔の 事業 〕 は ま だ 一卜分 に達 成 されて いな い。 実 際,

'塵1座の と ころ
,数 多 くの慣 習 法 が,部 分 的 に で は あ れ,修 正 され,成 文

化 され,公li1さ れ,国 民 に と って 大 きな 便 益 を もた ら した に もか か わ ら

ず,多 くの 地 方 で は,ま だ 〔国E顧 問会 議 の 事 業 が 〕為 され て い な い か,

〔為 さ れ て い て も〕 注 意 を 欠 い た状 態 で 運 営 され て い る。 査察 が 為 され

て い な い ば か りか,〔 査察 が為 さ れ て い て も〕 国 一Eに報 告 され て もな く,

〔国E顧 問 会 議 の事 業 は〕 認 可 さ れ て い な い。 国1三に よ る か の1令 で は,

〔慣 習 法 を〕 確 認す る権 限 が 〔パ リ〕 最 高法 院 に授 権 され て い な か った。

最 高 法 院 に授 権 され て い た の は,〔 慣 習 法 を〕 閲 覧 しか つ 審 議 す る機 能

に す ぎ なか った。 「この 問題 長期 間 に わ た って 放 澱 され て はい な か っ

た と は い え に つ き,こ れ 以i不 安 定 な状 態 に 置 か れ た ま まで い る

よ り も,最 高 法 院 の 権 威 の ドに,地 方 で 成 文 化 され た諸 慣 習 法 を 〔各地

ノ1の市民 らが〕 援 用 し,な い しは,〔 そ れ らの 諸慣 習 法 か ら〕 解 放 され

る べ き こ と」 を,歴 代 諸 国1:が そ の 他 の 政 務 を 通 じて,最 高 法 院 に命 じ

て い る こ とを,私 は 否 定 しな い 。 しか し,こ の 問 題 全 体 が これ まで 国1三
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陛 ドに と って もT一付 かず の状 態 に あ る こ とを,私 は セ張 す る。 実 に,多

くの 地 ノ∫の 諸 慣 習 法 は,こ れ ま で の と ころ,成 文 化 され て い な い。 ま さ

に,こ の 問 題 それ 自体 が,成 文化 され た慣 習 法 は 〔パ リ最 高〕 法 院 に よ っ

て ト分 に審 議 され て い な い こ とを,は っき り と示 して い る。 そ うで な け

れ ば,未 解 決 の紛 争 に 関 わ る文Ciや,矛 盾 し,曖 昧で あ る ばか りか,偏 っ

て お り,し か も暇 疵 さえ帯 び た 文41が,か く もお び た だ し く 〔成 文 化 さ

れ た 慣 習 法 の 中 に〕 散 見す る こ とは な か った で あ ろ う。 今 後,瞬 時 で は

あれ,こ の 上 もな く明晰 に して か つ 衡 平の とれ た 一 つ の 調 和 状 態 へ と,

この 〔フ ラ ンス〕1三国 の,極 め て拡 大 し不必 要な ほ どに 〔この ヒもな く

無川に〕 しばしば変化 しゆく,総 ての慣習法が編纂されることほど賞賛

され るべ きで あ り,こ の 〔フラ ン ス〕 壬三国1:1-.に お い て 有 川 か つ 願 わ し

い もの はな い。

どれ ほ ど 多 くの 便 益 〔が 得 られ る か 〕 第1に,多 くの 諸 慣 習 法 は,

不 確 定 な ま まで,或 る時 に は誤 謬 と無 知 とに よ り忍 び 入 るの で あ り,ま

た 或 る時 に は民 衆 か らの 真IEか つLL当 な る 認 知 を 欠 い た まま,幾 人 か の

者 達 の 執 心 に よ り援 川 され て い る。 そ れ らの 諸慣 習 法 は,厳tl:な る査 察

に よ り修 正せ られ,そ して 正義 と衡'rと に適 った 内容 へ と編 纂 され るべ

きで あ ろ う。 第2に,同 一・の 書 面 お よ び慣 習 法 法 文 に お い て す ら も,し

ば しば 食 い違 って い る もの 〔慣 習 法 〕 は,整 序 され る べ き で あ ろ う。

〔そ の 内 容 が 〕 公 正で あ る と ころ の もの 〔慣 習 法 〕 は,一 般 的 に そ の ま

ま存 続 す る で あ ろ う し,な い しは,よ り公 　1三で か つ よ り 有 用 な もの が

〔法 と して 〕 別 に 定 律 さ れ る べ きで あ ろ う。 第3に,同 一 の 事項 を 規定

して お りな が ら,〔 文 「亨が〕 様 々 に変 化 して い る諸 慣 習 法 は,で き るだ

け簡 潔 で 最 上 な形 で の,一 つ の調 和 状 態 へ と編 纂 され るべ き で あ ろ う。

第4に,不 明 確 で あ り,曖 昧 で,歪 曲 され て い る多 くの慣 習 法 は,こ の

1一もな く明 晰 で あ り,か つ 平易 な状 態 へ と編 纂 され るべ きで あ ろ う。 第

5に,〔 そ の 内 容 が 〕 不適 切 で 無 用 な 慣 習 法 は 削 除 され るべ きで あ ろ う。
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第6に,1FX疵 を帯 び て い る慣 習 法 は 補 正 され るべ きで あ ろ う。 実 に 数 多

くの慣 習 法 が,長 き に わ た り,諸 最 高 法 院 ま で を も しば しば 動 揺 させ て

き て い る ば か りか,時 に は 正 反 対 の 判 決 へ と諸 最 高 法 院 を 分 裂 させ て も

い る。 これ らの 諸慣 習 法 は,こ のLも な く明 晰 に して か つ 不 動 で あ り,

確 実 な法 律 と して 確 定 され るべ きで あ ろ う。 第7に,係 争 中 の諸 事件 の

当 事 者 で あ る何 名 か の 私 的 商 人 らに よ って ばか りか,以 下 の よ うな何 名

か の 有 力 者 らが 関 与 す る こ と に もよ って も,諸 慣 習 法 は積 み 重 ね られ て

もい るよ うだ 。 す な わ ち,こ れ らの 有力 者 らは,或 る地 方 の諸 慣 習 法 が

整 序 され る こ とを,自 分 一 人 ま た はrlら の仲 間達 の便 宜 を 目的 と して,

妨 害 して い た り,あ る い は,〔 そ れ らの 諸慣 習 法 が 〕 成 文 化 され る に あ

た り,特 権 を 行 使 した り,不 正 を は た らい た り,あ る い は 買収 とい う手

段 に出 るな ど して 関rrし て い る。 以 ドの輩 達 に つ い て は 何 と 言 うべ きだ

ろ うか?さ ほ ど有力 者 で はな い が,次 の よ う に,よ り狡 猜 な 連 中 で あ る。

す な わ ち,〔 調 査 の 結 果 〕 受 理 さ れ た 諸 慣 習 法 を 都 合 よ く作 り変 え るた

め に,あ る い は,新 た に 諸慣 習 法 を で っ ちi二げ るた め に,そ そ の か し共

謀 関 係 に あ る 訴 訟 当 事 者 ら と共 に,彼 らは,一 定 の 判 決 を 勝 ち取 り,あ

る い は 「既 に 判 断 さ れ た 事件 」 に逃 げ込 も う と した 。 そ して,10年 来

に わ た って繰 り返 して きた 術 策 を 弄 し,伝 来 の 有力 な 慣 習 法 を望 み そ し

て 隠 して き た。 他 方,不 畳1三な 利 得 を せ しめ ん と して,私 的 に誰 弁 を弄 し

た り,様 々 な 秘 密 の 抜 道 を経,「 権 勢 を 借 りた り,そ して あ か ら さ ま な

党 派 を 組 む な ど して は得 る こ とが で き な い もの」 を,彼 らはぶ ん ど って

きて い る。 以1:の よ うな 輩 達 につ いて は,何 と 言 うべ き だ ろ うか?そ の

ヒ,最 近 にな り出現 した の は,次 の よ う な連 中 で あ る。 す な わ ち,公 的

に 承 認 され て い る 〔パ リ〕 最 高 法 院 が 成 文 化 し認 可 した トレケ ズ1慣 習

法 を 恣 意 的 に 歪 曲 す る た め に,敢 え て 以Lの よ うな 術 策 を 弄 した り,

〔慣 習 法 につ い て の〕 調 査 を 口実 に して,敢 え て 〔慣 習 法 の〕 援 用 態 様

に つ い て もて あ そ ん で き た連 中で あ る。 … … 〔中略 〕 … …総 じて,法 書
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の 中 に記 され て い る諸 慣 習 法 は,こ のLも な く多 岐 に わ た り,相1`に 食

い違 って い る ばか りか,不 明 瞭 で あ り,蝦 疵 さえ を も内 包 して い る。 ま

た,訴 訟 が 絶 え る こ とが な い。 そ のL,こ う した 事情 を 奇 貨 と し,法 実

務 家 ら 〔pr・agmatici〕 は 不 謹 慎 に も利 得 を 得 て き た ば か りか,誰 弁 さ

え 弄 して き た。 こ う した 事情 に鑑 み る と,ユ ス ・コム ー ネ 〔=一 般 慣 習

法〕と白然の衡平に最 も調和 しつつ,公 的にしてかつ総ての個別的なも

のについての功利性に最 も適合しており,最 も簡潔に して最も純粋にし

て 最 も用 意 凋 到 で あ り,最 も絶 対 的 な る 〔法 〕 集 成 〔1ibellus〕 が必 要

であろう。さもなければ,国 家に対する次のような反逆 者らが野放 しに

され,い とわしい事態になろう。すなわち,彼 らは,国 家を安泰たらし

めるよりも,社 会の様 々な害悪 〔=諸慣習法が分裂 していること〕を飯

の種にしているような反逆者である。

訴訟の多発を断ち切るべき理由 私の考えでは,(私 が しばしば力説

してきたように),様 々な訴訟がかくも際限ないほどにまで多発し錯綜

している状態を断ち切り,か つ制御するためには,こ れ以外に妙案はな

い。 な ぜ な らば,こ の よ うな状 態 の ドで,多 年 に わ た り,遺 憾 な こ とで

は あ るが,他 の 諸 国 民 と比 べ て も大 き な遜 色 が な い ほ どに ま で,フ ラ ン

ス は混 乱 と 苫悩 と を強 い られ て い る か らだ。 実 際 の と ころ,法 律 また は

E令 が多数存在 しているか らといって,訴 訟が抑制されるどころではな

い。む しろ,訴 訟が引き起こされる原因となっているのは,周 知のよう

に,経 験則が示 していることであるが,多 かれ少なかれ法律または1:令

が錯綜化 した状態にあるか らなのである。訴訟が抑制されるのは,む し

ろ,法 律が単純化され,衡 平かつ明晰な状態にある場合だ。

そ して王 国 の た め に維 持 す べ き 〔理 由 〕 私 に は次 の よ う に も思 わ れ

る。 す な わ ち,同 一 のE国 〔イム ペ リ ウム〕 の 一ドに様 々な地 方 〔プ ロバ

ンス〕 をつ な ぎ とめ統 治 して い くた め に は,1司 一 の 諸 風 俗 また は 〔同 一

で あ り〕 有川 で衡 平 が備 わ って い る諸 法 律 を 共通 に して い る こ と,そ し
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てそれ らが互いに調和 した状態にあることほど,妥 当であり有効なもの

は な い し,よ り強 力 で,よ り名誉 あ る鎖 は な い,と い うこ とで あ る。 こ

の点 に お い て,(私 も関 知 して い る こ とだ が)〔 フラ ン ス〕 国1.に 敵 対 し

〔国 王 を〕 憎 悪 して い る連 中 の う ち何 名 か が,フ ラ ン ス に よ る法 と統 治

の 下 に常 に 置 か れ て き た フラ ン ドル地 方 に お い て,地 方 住民 らの 人心 を

い っ そ う遠 ざ け よ う との 目論 見 か ら,こ の パ リ最 高 法 院 が 彼地 〔=フ ラ

ン ドル〕 に お け る権 威 に よ って確 立 した 諸慣 習 法 成 文 化 方 式 を 修 正 しよ

う と試 み た。 しか し,彼 らは,諸 風 俗 を 完 全 に 変 え る こ とま で は で き な

か った 。 と ころ で,今 や,多 くの論 者 らが,「 唯 一 の 点 に お いて 〔vnius〕

こ の一E_もな く衡 平 が備 わ り,か つ,こ の1:も な く絶 対 的 な る慣 習 法 とい

う,か の 『良俗 』 を,私 〔=モ リナエ ウ ス〕 が,様 々な 観 点 か ら賞 賛 し,

提 言 して い る が,根 拠 の な い こ とだ 」 と ざわ め きた て て い る こ とを 灰 聞

した と,私 は 考 え て い る。 だ が,私 の 立場 か らす る と,お よ そ 良 識 を 備

え た者 で あれ ば,次 の こ とを 誰一 人 と して 疑 わ な い で あ ろ う。 す な わ ち,

も し も,実 際 に 事 業 が実 施 され な い しは,実 施 され 得 るの で あ れ ば,さ

らに は,「 どの よ う な 方法 で あれ ば,こ の 事 業 が容 易 に実 施 され 得 る か」

を ま さ し く探 求 しま た は論 ず るの で あれ ば,こ の 問題 は,国 家 全体 に と っ

て,こ の 上 もな く神 聖 で あ り有 用 な こ とだ,と い う こ とを 。 に もか か わ

らず,諸 慣 習 法 の 解 釈 と注 釈(こ の た め に,法 お よび 法 廷 に つ い て,長

期 間 に わ た る研 究 と実 務 の 後 に,私 は ペ ンを 執 った こ とが あ るの だ が)22

とに 私 が 没 頭 す れ ば す る ほ ど,私 は ます ます 次 の よ う に理 解 して い る。

す な わ ち,以 上述 べ て き た こ とは,(万 人 が 認 あ て い る よ う に)国 家 の

た め に な る ば か りで は な く,(も し こ う述 べ て よ け れ ば)善 良 に して 叡

智 に 富 む 人 々の う ちで も,善 良 な る国r_陛 下 に と って も,役 立 つ は ず で

あ り,更 に は,(今 後 欠 け る こ とが な けれ ば)国 王顧 問 会 議 に と って も,

容 易 で あ る は ず だ,と い う こ とで あ る。

問 題 の検 討 実 際 の と ころ,少 な くと も3つ の 障 害 が 在 り得 る と私 は
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考 え て い る。 一・つ は,不"∫ 能 とい う障 害 で あ り,残 る2つ は困 難 と い う

障 害 で あ る。 障 害 の第 一 は,か く も広 大 な る 〔フ ラ ン ス〕 王国 の か く も

多 くの 地 方 〔プ ロ バ ンス〕 が,同 一 の風 俗 ま た は 法 に よ り,そ れ ぞ れ の

地 方 ご と に統 治 され るか と い う こ とで あ り,そ れ の み な らず,そ れ らの

地 方 が,様 々な 風 俗 お よ び慣 習 法 を主 張 す るの で は な い か,と い う こ と

で あ る。 第2に は,既 に認 可 され た幾 つ か の慣 習 法 に は,改 め て 決 め る

ま で もな い 権 威 が あ る,と い うこ とで あ る。 第3に は,人 々の 保 守 的 な

傾 向 が あ る,と い う こ とで あ る。 と りわ け て も,ri分 の地 方 の い た る と

こ ろ に 存 して い る慣 習 法 に慣 れ き った,か く も多 くの 国民 か ら,包 括 的

な合 意 を得 る こ とは,困 難 で あ る。 これ らの 障害 に還 元 され る と ころ の,

こ れ ら と同 種 の もの 〔=困 難 〕 が,未 経 験 で あ る か ま た は 不 注 意 で あ る

人 々 の注 日を わ ず か に か す め 得 るか も しれ な いが,実 際 に は,何 らの 力

も もた な い 。 む しろ,根 本的 な こ と と して は,調 査 され た 様 々な 事柄 が,

完 全 に消 え 去 って しま う こ とに あ る。 第1の 障 害 に関 して,こ の 障害 は

ユ ステ ィニ ア ヌ ス帝 に よ る比 類 な き法 集 成 〔juriseditio〕 に よ りi・分

に克 服 され 得 る と は い え,し か しな が ら,私 は,以 ドの こ と を率 直 に 認

め る。 す な わ ち,周 囲 の 様 々な,無 数 の 出 来 事 と結 びつ いて い る個 々 の

事柄 に 関 す る限 り,国 民 が 様 々で あ る こ とが い くつ か の もの に限

定 す れ ばす る ほ ど 〔quoadquaedamparticularia〕 様 々な 法 律 を

必 要 と して い るの で あ り,総 て の 諸 国民 が,個 別 の 事 案 総 て にお い て ま

で,同 一 の 市民 法 を 円滑 に援 用 し得 な い,と い う こ とを,私 は 率 直 に認

あ る。 しか しな が ら,私 は まず も って 次 の 点 を 述 べ て お く。 す な わ ち,

ガ リア の 全 国 民 は 単一 民 族 で あ り,い か に 多 くと も,そ して,い か に広

大 で あ って も,か つ て は 単 一地 方 だ った とい う こ と,を 。 この 点 は,ユ

リウ ス ・カエ サ ル著 『ガ リア戦 記』 第1巻 の 中 に も叙 述 され て い る とお

りで あ る230第2に,iま で ガ リア民 族 全 体 に つ い て 論 じ られ て は い な

い が,慣 習 法 地 域 と して み な さ れ,か つ,同 一 言語 を 共 通 に して い る と
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こ ろ の諸 〔地 方〕 に つ い て は 大 い に 論 じ られ て い る で は な い か 〔と私 は

述 べ て お く〕。 第3に,〔 私 が述 べ る の は〕,〔そ れ らの 諸地 方 は〕 既 に 大

昔 か ら 〔abomniaeuo〕1司 一 種 類 の 法,す な わ ち,慣 習 的 法 〔con一

suetudinariumjus〕 を 援 用 して き て い る こ と,で あ る 。 多 く の 個 々 の

諸 都 市 〔ム ニ キ ピ ウム 〕 が 様 々で あ る とは い え,個 々の 諸 都 市 の う ちで

も幾 つ か 特 定 の 諸 都 市 にお け る場 合 を 除 けば,こ の よ うに 様 々に 違 って

い る状 態 は,存 続 して い な い。 そ の1:,総 じて 〔insummarerum&in

generibussingulorum〕,〔 そ れ らの 諸 地 方 は〕 次 の よ うに 見 解 が 一 致

して い る。 す な わ ち,個 々の 諸 都 市 にお いて,時 の 経 過 につ れ て,特 定

の 諸 都 市周 辺 で は何 らか の 形 で の 多様 な 状 態 が あ る に して も,こ れ らの

諸 慣 習 法 は,当 初,同 一 の 慣 習 法 で あ った こ とが 容 易 に推 察 し得 る,と

い う こ とで あ る。 〔しか も〕 そ の 多 様 な 状 態 は,大 抵 の 場 合 が そ うで あ

る よ うに 〔vtplurimum〕,あ らゆ る 合 理 性 と 有 用性 とを 欠 い て い る。

もっ と も,〔 そ の 多様 な状 態 が 〕 や む を得 ず 様 々な 詐欺 や 訴 訟 と絡 み合 っ

て い る と い う場 合 を除 い て,で あ るが 。 それ ゆ え に,何 も妨 げ な い ど こ

ろか,あ る い は 同一 の淵 源 に よ って,あ る い は,様 々 な形 態 に あ る と は

い え 〔ingeneribus〕 個 々 の諸 都市 に 共通 した 点 が あ る と い う こ とが,

同一慣習法を我 々が援川し得ることを,裏 付けている。幾つかの場所に

つ い て,何 らか の 信 頼 で き る 理 性 に 基 づ く な ら ば,一 般 慣 習 法

〔genaralisconsuetudo〕 か らは 区 別 さ れ るべ き,諸 慣 習 法 〔quaedam

consuetudines〕 が 存 在 す る こ と,す な わ ち,何 ら か の 地 方 慣 習 法

〔quaedamlocalisconsuetudo〕 が 維 持 され るべ き こ と,を 私 は 否定 し

な い。 も っ と も あ らゆ る 賛 否 両論 は さ しお き 当 該 の 何 らか の

地 方 慣 習 法 〔quaedamlocalisconsuetudo〕 が 全 慣 習 法 〔totium

consuetudinumius〕 の統 一 性 と確実 性 とを 損 な わ な い限 りで,と い う

こ とに な るが。 第2の 障 害 に 対 して,私 と して は,縷 々論 じて き て い る

うち に,何 らの 先 人 観 もな いの だ が,次 の 点 は 省 略 した い と ころ で あ る。
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す な わ ち 我 々 が 論 じて きた よ うな こ と に基 づ くな らば 〔adistud,

dequodisserimus〕,い か に 万 事 は 一一体 性 を も って い るべ き か 〔quant

umomniaintergaesse〕 を,私 が 既 に ト分 に 示 して き た よ う に

諸 慣 習 法 につ い て の 以1一の よ うな 先入 観 か らは 全 く 〔国家 が〕 拘 束 され

得 て い な い こ と,〔 諸 慣 習 法 に つ い て の〕 この1一 もな く神 聖 に して 反 響

が 大 きい 反 対 論 〔sanctissima&consonantiarepurgatio〕 か ら も 〔国

家 が〕 切 り離 され た 状 態 で 有 り得 て い る こ とが,国 家 に と って 有 川 な の

で あ る。

フ ラ ン ス人 らの 統 一 性 第3の 障害 に 対 して,当 該 の 第3の 困 難 が 根

拠 の な い もの で あ る こ と は,そ れ 自体 と して 明 らか で あ る。 フ ラ ン ス国

民 の あ の 特 異 な まで の 「統 一 性 」 が 明確 に 示 して い る。

容 易 で あ る こ と そ の ヒ,多 くの 事 柄 の 中 に あ っ て 〔interplura

alia〕,次 の こ とを も私 と して は 省 略 した い こ と で あ る。 そ れ は,様 々

の す ば ら しい 事柄 の 中 で,困 難 を 除 去 す る こ とに つ い て,占 い が,か の

このLも な く有 名 で,鼓 舞 して くれ る文 言 と して,「 厄 介 で もあ り,か

つ 麗 しい 事」 とい う一 節 が あ る。 これ は,ア リス トテ レ ス著 『大 倫 理 学』

第2巻 の 中 に記 さ れ て い る。 … … 〔中 略 〕 … … 今 や,幾 つ か の 地 域 で の

諸 慣 習 法 が,或 る稚 度 ま で は,論 議 され,整 序 され,そ して 成 文 化 され

た状態にあるので,そ れまで総てが手付かずで曖昧な状態にあった当初

に比 べ る と,総 て の 〔諸慣 習 法 〕 を,衡'rが とれ,調 和 した,一 つ の 麗

しい 〔慣 習 法 〕 へ と統 一 す る こ とが,は るか に容 易 にな って い る。 総 て

のことが今や容易な状態になっていることを,こ の問題についての経験

それrl体 が,幾 度 とな く示 して い るの で は な いか?実 際,そ れ ぞれ の地

域 ご と の 占 代 か らの 諸 慣 習 法 が,成 文 化 され,そ の_r_,国1ま た は最 高

法 院 か らの 命 令 に よ り,何 度,調 整 され,記 録 され ね ば な らな か った こ

とか?確 か に,叡 智 に よ り,善 お よ び衡'Fに 基 づ い て,付 加 ま た は 削 除

され た ばか りで な く,借 川 され た もの が 多 々あ った こ とが 知 られ て い る。
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そ して,以 ヒの こ と は,大 部 分 の 法 延 〔consessus〕 か らの み な らず,

全 法 廷 や,総 て の 諸 市民 か らの 同 意 〔concensu〕 に も適 って い た こ と

が 知 られ て い る。 す な わ ち,共 通 の 同 意 の み な らず,諸 市民 か らの 要 求

に も適 って い た こ とが 知 られ て い る。 そ れ ゆ え に,も しも,個 々の 諸 都

市 の 市民 らが,こ の ヒもな く喜び,そ して このLも な く熱 狂 して,諸 地

方 慣 習 法 〔propriaeconsuetudines〕 が 修 」Eされ る こ と を受 け 人 れ た の

が,衡'Fそ してrlら の 地 方 と につ い て の 共 通 した 配 慮 を 理 由 と した の だ

とす れ ば,こ れ らの 諸 市民 らは,よ り 薄ん で,か つ,よ り熱 狂 して,同

一 の 衡 平 とい う配 慮 か ら
,そ して よ り大 きなi三国 全 体 とい う共 通 の 配 慮

とを 理 山 と して 〔commodusintuitusmaioristotiusregni〕,〔 諸地 ノ∫

慣 習 法 〔propriaeconsuetudines〕 が 修iEさ れ る こ とを 〕 受 け 人 れ るべ

き な の で は な い か?サ ンス慣 習 法,パ リ慣 習 法,シ ル バ ネ クテ ン シ ズ1

慣 習 法,そ して,そ の 他 の 諸 慣 習 法 に お い て,明 らか に修11三され た もの

が あ る こ とは,私 と して は,省 略 す る こ と に した い 。 とい うの は,古 事

に通 じた 人 々や,諸 慣 習 法 につ い て 肉 筆 で 記 され た 書物 を 蔵 して い る と

ころ の 人 々に は,周 知 の こ とだ か らで あ る。 これ まで に,次 の よ うな ニ

ヴ ェル ネ慣 習 法 につ い て,何 度 か の 手続 を 重ね て1吟味 され たLで,-KtrI,物

がFl」行 さ れ て い る。 す な わ ち,ニ ヴ ェル ネ慣 習 法 は,56年 前,ブ ラ バ

ン ド公 並 び に フ ラ ン ス ・ニ ヴ ェル ネ 等 族 地 方 伯 〔ComesNivernensis

FrancisPar〕 の 命 令 お よ び権 威 に よ り,(い わ ゆ る){身 分 会 議 が 開

催 され た 折 に,審 議 され 成 文 化 され た 。 この 時 の 審 議 には 連 続4年 聞 を

費 や した。 つ い に は,(明 らか な よ う に)両 方 の 裁 判 所,す な わ ち,教

会 裁 判 所 の み な らずiiヒ俗 裁 判 所 の 法 実 務 家 ら,市 参 事会 議 員 ら,公 証 人

ら,商 人 ら,若i名 の 市民 らが 署 名 を し,「 人 片か ら理 性 とii:`'iな原 因

とに よ って 形 成 され て きた ば か りか,「1分 達 の 地 方で 占 くか ら援 川 され

て き たニ ヴ ェル ネ慣 習 法 が 真実 の もの で あ る こと」,そ れ ゆえ に,「 ニ ヴ ェ

ル ネ慣 習 法 が 当初 か ら一 貫 して 遵 守 され て きた こ と」 を 証 明 した。 この
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間,1534年 の こ とで あ る が,こ の 最 も 名 高 い 最 高法 院 か ら2名 の 評 定

官25が 派遣 され て き た。 彼 ら は国 王 の 権威 の ドに任 命 さ れ て い た 。 ほ と

ん ど2ヶ 月 を も経 な か った 短 期 間 に開 催 され た{身 分 会 議 で,こ れ らの

2名 の 評 定 官 に よ り,占 い 形 式 とそ れ へ の 執 着 を排 して,共 通 の 合 意 と,

慎 重な こ とに は,鯵 お よ び 衡'Fに 基 づ き,多 くの こ とが 修itさ れ た 。 更

に は 〔quidquod〕,今 もな お 発 展 しつ つ あ る の が 占 くか らの ボ ル ドー

慣 習 法 で あ る。 こ れ に つ い て は,80年 前 に ニ コ ラ ・ボ イエ 博Lがk梓

した 注 釈 書が あ る㌔ ボ イエ 博tは,当 初,白 らが ドした 諸 判 決 の 著 者

で あ った が,大 顧 問 会 議 の 評 定 官 とな り,ボ ル ドー 最 高 法 院 長 官 を 歴 任

した。 ほ ぼ3ヶ 月 間 を 超 え て 開 催 され た ボ ル ドー モ身 分 会 議 の 際 に,賢

明 な こ と に は,多 くの こ とが,付 加 され,あ る い は 削 除 され,よ り 幸い

な こ と に は,(出 席 者 令 員 の 合 意 と拍 丁一で)確 定 され た 。

不正 な 輩 ら に対 す る反 論 従 って,い った い どの よ うな 困 難 が あ る と

い うの か?あ か らさ ま に路 躇 す る こ とな く して,い った い どの よ うな ∫}

断 を 口実 に反 対 で き る だ ろ う か?か く も多 くの汚 職,私 的 利 益 の追 及,

「人 義 が な いが しろに され て い る こ と」 そ れ らは,一 種,国 家 に と っ

て の 警 悪 と い う こ と に な る が が な くな る の で あ れ ば,ノ ∫事がSC1:

とな るで あ ろ う し,「 反 国 家 的 で」 「人 間嫌 い 」 とG;わ ぬ まで も,

若iの 取 る に 足 りな い人 々に と って 明 らか で あ る以}:に 万 事が は

る か に容 易 に,そ して賞 賛 に 値 す る形 で 進 む こ とで あ ろ う。 そ して,こ

の間 に,他 な らぬ,「 白分 やr孫 の利 益,平 穏 な生 活 に ま で お よ ぶ もの 」

が 関 わ って い る こ と を,万 人 は理 解 す る。 お そ ら くは,直 ちに 〔primo

congressu〕,銅 版 で も って,反 対 の 気 勢 を ヒげ る 者達 が い るで あ ろ う。

(ギ リ シア 人 が 呼 ぷ と ころ の)「 一三百代ri」(デ ィコ ラ ァ フ ォイ)ら で あ

る。 なぜ な らば,彼 らは,他 な らぬ 次 の よ うな 方 法 で,す な わ ち,市 民

らの 訴 訟 や気 ま ぐれ を利 川 して,rlら の利 益,農 場,お よび 果実 〔=口 々

形 成 され る もの 〔factumindies〕 〕 を増 加 さ せ よ う と して い る か らで
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あ る。 そ の よ うな連 中(そ の よ うに 理 解 して 当然 と私 は 考 え て い る)が

現 に 姿 を現 した の は,次 の よ うな 時 で あ る。 す な わ ち,或 る場 所 にお け

る慣 習 法 を 記録 した テ ク ス トが 公 的 な 〔三身 分 〕 会 議 にお い て 読 み1一げ

られ,多 くの 善 良 な 市民 らが,幾 つ か の 曖 昧 で しか も暇 疵 を 帯 び た 条 文

を 指摘 し,そ れ らの 治 癒 を 求 め る よ うな 時 で あ る。 そ の よ うな 連 中 は公

然 と妨 害 す るの で あ る。 な ぜ な らば,問 題 が 軽 率 にそ して 暇 疵 を 帯 びた

ま ま 論 じられ た の で,実 際 の と こ ろ,強 欲 で トー ガ 〔=法 服 〕 を ま と っ

た連 中 が 出 現 した の で あ る(確 か に,こ の 種 の 害 悪 の ご と き連 中 は,弁

護Lと い う資 格 には 値 しな いで あ ろ う し,自 らの 私 的 な利 益 を 公 益 と い

う 口実 に 置 き換 え る こ とを はば か りだ に しな いで あ ろ う。 そ れ で いて,

次 の よ うに も っ と もな 日実 を 述 べ て い る。 す な わ ち,も し も,す べ て の

条 文 が か くも明 晰 に,優 雅 に,そ して 絶 対 的 に,個 々の 章 目 を超 え て 説

明 され るの で あ れ ば,そ の 結 果 と して,訴 訟 の 多発 はや む で あ ろ う し,

しか も,多 くの 善 良 な 市 民 らの 利 益 の た め に も,〔 訴 訟 の 多 発 は 〕 な く

な る こ とで あ ろ う。 な ぜ な らば,通 俗 的 な形 で,万 人 の 目に諸 法 律 が 開

示 され て あれ ば,〔 多 くの 善良 な 市民 らは 〕,そ れ らの通 俗 的 な諸 法 律 を

ト分 に 理 解 す る こ とが で き る か らで あ る。 そ して,稀 に で は あ る が,

〔多 くの 善 良 な 市民 らは 〕,地}三 らの助 け や,裁 判所 に お け る審 理 を必 要

とす る こ と だ ろ う,と 。 明 らか に,こ う した,ζ説 は,悪 漢 や ハ ル ピ ュイ

アの ご と き怪 物 の それ で あ って,弁 護1二の 言説 で は な い。 なぜ な らば,

弁 護isと は,真 実 お よ びtl:を 発 見 しか つ 守 り抜 く とい う,賞 賛 に値 し,

人 々 に と って必 要 な,職 務 を担 って い るか らで あ る),;0

真 実 に して善 良 な る弁 護 士 実 に 高 潔 に して か つ 真実 の 弁 護 上で あ る

な らば,真 実 に して確 実 な 「良 俗 」 を拒 む こ とは な い で あ ろ う し,む し

ろそ れ を 擁 護 しか つ 遵 守 す る こ とだ ろ う。 他 な らぬ,高 潔 に して 真 摯 な

る医 師 は,利 益 を 得 る こ と よ り も,人 々を健 や か た ら しめん た め に 努力

す る もの で あ る。 私 と して は,疑 念 を 抱 く もの で は な いが,で き る だ け
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titくこの 問 題 は よ り妥 当 な形 で 理 解 され か つ 解 決 さ れ る で あ ろ う。 そ し

て か の 「三百 代 言人 」 らが,い つ もそ うで あ る よ うに,最 初 か ら

発 言 を しよ う とす るで あ ろ うが か の 裁 判 人 ら・1nが 赤 面 しな が

らか の 沈 黙 の 神 ハ ル ポ クラ テ スを 模 倣 せ ざ るを 得 な い と して も 総

て の ガ リア民 族 に と って,こ の 止 もな く慶 賀 す べ き もの と な る将 来 の作

品 を,か つ て,ロ ー マ 人 に と って も慶 賀 す べ き もの と な っ た,書 記 グ ナ

エ ウ ス ・フ ラ ビ ウ ス に よ る窃 盗 に比 べ て,よ り幸 せ な 形 で,こ れ ら の

「 こ百代 言 人 」 らか ら,直 ち に 「奪 い返 す 」 〔パ リノー デ イ ン〕 こ とで あ

ろ う。 ち な み に,ア ッ ピ ウ ス ・ク ラ ウデ ィ ウ スが 起 草 し,自 らの 野 心 と

権 勢 との た め に,(現 代 で も迷 信 深 く欺 隔 に満 ち て い る,か の ドル イ ト

族 が そ うで あ る よ うに)自 分 の1元 に 隠 匿 して い た と こ ろの 訴 訟 方 式 書

を,盗 み 出 し,自 らの 責 任 で,公 開 した の が,書 記 グナ エ ウ ス ・フ ラ ビ

ウ ス で あ る2`1。と こ ろ で,諸 法 律 と は,万 人 を 拘 束 す るの で あ る か ら,

万 人 に と って の 有用 性 ゆ え に定 律 され る。 そ れ らは,万 人 に よ って 理 解

され る もの で あ らね ば な らな い。 この11的 の た め に,諸 法 律 は,極 め て

明 確 に して,公 的 な もの と して,整 序 さ れ て然 る べ き で あ る。 私 的 な も

の に して お か ず に,第 一 線 の 人 上 らに,以iの 点 に関 す る諸 論 稿,す な

わ ち,〔 諸 慣 習 法 に つ いて の〕 最 初 の集 成 を 書 き 上 げ る べ き こ と につ い

て の 諸 論 稿 を,私 は既 に公 表 した。 … … 〔中略 〕 … …(な ぜ な らば,私

は,何 も私 す べ き もの が な い ど こ ろか,で き る だ け国 家 の た め に役 　%ち

得 た いか らだ 。 そ の こ と へ と駆 り立て られ,私 は 奮 闘 して い る。 む しろ,

功 績 ゆ え に抜 擢 され,当 該 事 業を や り遂 げ る ため の 練 達 の 人 十 らに よ り,

そ して,そ の 様 々な 賛 辞 に よ り飾 り立て られ るべ き,「 鉄 筆 」 〔グ ラ フ ィ

ス〕 が 存 在 して い る よ うに)i°。

方 策 そ れ ゆ え に,当 該 諸 論 稿 と,以 ドの よ う な私 な りの理 山 と を,

白 らの地 位 に 適 って い る人 トら に託 す べ き た め に,私 は,公 開 した。 そ

の 際 に,精 選 した 裁 判 官 諸 氏 お よ び 当該 論 稿 に関 す る著 作 家 らに理 由 を
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示 した 。 す なわ ち,な ぜ,か く も私 が 何 らか の もの を借 用 した り,付 加

した り,削 除 したの か,な ぜ,ど こか の地 方慣 習 法 を残 した り,あ る い

は 削 除 した の か,更 に は,ど の よ う な特 別 な権 威 に よ っ て も考 え に よ っ

て も私 と して はわ か らな い こ と,が そ う で あ る。 しか しなが ら,王 権 ま

た は 最 高 法 院 の 権 限 に よ って 認 可 され る 前 に,私 の 考 え で は,編 纂 し転

写 した 〔慣 習 法 〕 集 成 を,精 選 した 〔前述 の 〕 人 トらに 対 して,慣 習 法

地方のあらゆる諸都市

有しているか否かを問わず

それらの諸都市が,成 文化された慣習法を

に対して,指 定 された諸都市に対して,

送 付 す る こ と,そ して,半 年 な い しは何 らか 適 当な 期 間 の 内 に,「 は た

して,何 らかのものを借川したり補足することが適当かどうか」を検討

す る こ と,そ れ に つ い て,各 都 市 な りの理 由 を 付 して,示 す こ と,が 有

効 で あ る と思 う。 以 止の よ うな様 々な 布 石 を 敷 い た1_.で,善 良 に して,

学 識 に富 み,経 験 を積 ん で い る 「愛 国 者」 らを 再び 招 集 し,ガ リア 〔フ

ラ ンス〕 に と って このLも な く衡 平が備 わ り,こ の ヒもな く明 晰 で,こ

の ヒもな く絶 対 的 な る 「良 俗 」 を,IE権 の権 限 に よ り永 久 に確 認 し,定

律 す べ き こ とが,明 白で あ ろ う。 以 一ヒの よ うな措 置 が適 用 さ れ た ヒで の

こ とで あ るが,修 正 さ れ た 条 文 に関 して,〔 当 該 修 正 は〕 将 来 の 取 引 に

お い て,な い しは適 当な 期 間 が 経 過 した後 で も,有 効 で あ る だ け に,当

該 修 正は,過 去 か らの まだ 未 締 結 の 取 引 に対 して,あ る い は,黙 示 あ る

い は 明 示 で あ れ,一 定 の 契 約 に よ り,婚 姻 契 約 を 締 結 した と こ ろの 諸 当

事 者 らに と り,不 都 合 と はな らな い で あ ろ う。

以fが この 問 題 に関 す る私 見た り しもの で あ り,現 に今 もそ うな の で

あ る。 本 稿 で 縷 々公 表 して きた 当該 私 見 を,私 と して は,国1三 顧 問 会 議

に送 付 した だ け に,国 家 の 様 々な 善 の た め に よ か れ と願 って い る 人十 ら

に と って も し も彼 らが将 来 も 「時 間 的余 裕 が あ る」 の で あ れ ば 一

一 〔当該 私 見 が 〕 役 、笠た ん こ とを 希求 しつ つ(「 」
,〔 〕 内 お よ び ド

線 部 は引 用 者)。
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以1:が デ ュム ウ ラ ン に よ る小 論 で あ る。 基 本 的 に は,フ ラ ン ス 王権 が 推

進 して い る慣 習 法 公 式 編 纂 事 業 を 追 認 した 内容 で あ る。 停 滞 して い る 事業

を促 進 させ る た あ に,末 尾 で 提 言 して い る 「方策 」 は,シ ャル ル8世 に よ

る 一E公開状 と基 本 的 に 同 一 で あ り,目 新 しい 内容 で は な い。 次 の点 を指 摘

して お き た いQ

第1に,「 明 晰 で あ り,均 衡 の とれ て い る良 き法 律 が 制 定 され て い る こ

と ほ ど,国 家 に と っ て 有 益 で あ り必 要 な もの は な い 」(VtnihilReipuli㈱

salubriusmagisqueneccessarium,quamClara,&aequalibilisbonarum

legumconstitutio)と い う一 節 で 始 ま る 冒 頭 部 や,rlf代 ロ ー マ の グ ナ エ

ウ ス ・フ ラ ビウ スの 故 事 を 引 きな が ら,「 諸 法 律 と は,万 人 を 拘 束 す る の

で あ る か ら,万 人 に と って の 有 用 性 ゆえ に定 律 され る。 そ れ らは,万 人 に

よ って 理 解 され る もの で あ らね ばな らな い。 この 目的 の た あ に,諸 法 律 は,

極 め て 明 確 に して,公 的 な も の と して,整 序 さ れ て 然 るべ き で あ る 」

(loges,quaeomnesligant,&vtilitatemomniumcausalataesunt,ab

omnibussciri&intelligidecet,obeamremmaximeclaraspublicas&

expeditasesseoportet)と い う 一 節 で も,デ ュ ム ウ ラ ンは,法 律 が 万 人

に帰 属 す べ き もの とい うi場 を と って い る。 お り し も,同 時 代 人 の エ ラ ム

ス ム は,聖 書 の 教 え を 広 め るた め に,占 典 語 で 書 か れ て い た聖 書 を一 般 人

に理 解 可能 な 言語 に 翻 訳 す べ き こ とを 説 い て いた 。 チ ロ ウが 指 摘 す る よ う

に,こ こ に は 人 文i三義 思 想 の 影 響 を 読 み 取 る こ とが で き る:SI。

第2に は,慣 習 法 公式 編 纂 事 業 を 妨 げ て い た の が,他 な らぬ 各 地 方 の法

実 務 家 だ っ た。 法 源 の 混 乱 は,裁 判 を 困 難 に して い る反 面,法 律 家 らに仕

事 を与 え て い た。 そ の 意 味 で は,法 源 の 分 裂 は,法 律 家 らに と って,既 得

権 益 化 して い た の で あ る:42。デ ュ ム ウ ラ ンの 小 論 の か な りの 部 分 が,「 三百

代 言」 や既 得権 層 に 対 す る批 判 に費 や され て い る こ と は,そ れ だ け抵 抗 が

激 しか った こ とを物 語 って い る。

第3に は,慣 習 法統 一 の 具 体 的 方 策 と して,(1)相 互に 食 い違 う慣 習 法
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は調 整 す べ き こ と,(2)同 一 事項 の 慣 習 法 同1二は 重複 を避 け る こ と,(3)

不 明 確 な 文 言 は修tf:す べ き こ と,(4)諸 慣 習 法 を相 圧比 較 して,一 般 慣 習

法(consuetudogeneralis)を 導 出 す べ き こ と,を 提 唱 して い る{;{。先 に

『パ リ慣 習 法 註 解 第1章 「邦 ヒ」』 を 著 して い た デ ュ ム ウ ラ ンに と っ て,一

般 慣 習 法 と は,公 式 編 纂終r後 の 「こ の フ ラ ンス1三国,ベ ル ギ ー,ガ リァ

全 土 の総 て の慣 習 法 の 中心 で あ る」(caputomniumhujusregni,&totius

etiam・.-consuetudinum),パ リ慣 習 法 に他 な らな か った 。

第4に は,「 瞬 時 で は あ れ,こ のiも な く明 晰 に して かつ 衡 平 の とれ た

一 つ の 調和 状 態 へ と
,こ の 〔フ ラ ンス〕ll国 の,極 め て拡 大 し不 必 要 な ほ

ど に 〔こ のLも な く無 用 に 〕 しば しば 変 化 しゆ く,総 て の慣 習 法 が編 纂 さ

れ る ほ ど賞 賛 され る べ き で あ り,こ の 〔フラ ン ス〕E国 全 ヒに お い て 有川

か つ 願 わ しい も の は な い 」(nihillaudabilius,nihilintotaRepublica

vtilius&optabilius,quamomniumdiffusissimarum,&ineptissime

saepevariantiumhuiusregniconsuetudinumin6reuemvnam,claris-

simam&εequissimamconsonantiamreductio)か ら,そ の 結 果,「 ユ

ス ・コム ー ネ 〔=一 般 慣 習 法 〕 と 白然 の 衡,';に 最 も調 和 しつ つ,公 的 に し

て か つ 総 て の 個 別 的 な もの につ い て の 功 利 性 に 最 も適 合 して お り,最 も簡

潔 に して最 も純 粋 に して最 も用 意 周 到 で あ り,最 も絶 対 的 な る 〔法 〕 集成 」

(breuissimus,candidissimus,expeditissimus&absolutissimusli-

bellus...iuricommuni&arquitatinaturalliconsonantissimus,publica∋

&singulorumomniumvtilitatiaccomodatimus)の 実 現 を デ ュ ム ウ ラ

ンは提 言 して い る。 これ は,文 脈 一1,慣 習 法 を 冊r本 に編 纂 す る こ とを 意

味 して い る に 過 ぎ な い 。 しか し,そ の 後 の フ ラ ン ス民 法 典 に もつ な が る

「法 典編 纂 の理 念 」 を 先取 り して い る と もiiえ る馴。 だ が,奇 妙 な こ とに,

個 々の法 学 説 レベ ルで デ ュム ウ ラ ンの 見解 は盛 ん に引 川 さ れて い くの だが,

この 先 ん じた 「法 典 編 纂 の 理 念 」 は,そ の 後 の 法 学 者 らに 引 用 され た 形跡

は な い'愚5。慣 習 法 源 の 分 裂 が つ い に ア ン シ ャ ン ・レ ジー ム 時 代 に は解 消 さ
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れ な か った こ とか らす る と,そ の後 の 法 学 者 らは,法 典編 纂 の 理 想 よ り も,

ま ず は,慣 習 法 の 整 理 と い う 目前 の作 業 に 専念 せ ざ るを 得 な か った の で は

な か ろ うか 。 そ れ ゆ え に,デ ュ ム ウ ラ ンの小 論 を オ リヴ ィエ ーマ ル タ ンが

「時 期 尚 早」 と評 す る 所以 で あ るu;。

と こ ろで,前 述 した 国1:フ ィ リ ップ ・ル ・ベ ル の 一1三令 に よ る と,フ ラ ン

ス法 源 と して は,(1)各 法 院 判決,(2)1三 令,(3)慣 習 法 の 順 に法 源 適 川

が 指 定 され て いた 。 しか し,成 文法 で あ る ロー マ 法 と異 な り,フ ラ ンス固

有 の 法 源 は あ ま りに も貧弱 だ った。 で は,ど うす べ きか 。 最 初 の 著作 で あ

る 『パ リ慣 習 法 註 解 第1章 「邦 ヒ」』 の 中 で,デ ュム ウ ラ ンは 邦L契 約 に

適 川 す べ き法 源 を次 の よ うに定 式 化 した。

そ して,そ の際 に は,第1に,授 封 契 約 され た 封 土 に関 す る諸 契 約 が

検 討 され ね ば な らな い … …。 第2に は,当 該 地 方 の 慣 習 法 が(検 討 され

ね ば な らな い)。 と こ ろ で も し も,こ の 場 合 に お い て,授 封 契 約 お よ び

当該 地 方慣 習 法 が 存 在 せ ず も し くは 不 明 確 で あ れ ば,第3に は,「 共通

しか つ 一 般 的 で あ る ユ ス」 〔=一 般 慣 習 法 〕 お よ び 近 隣 慣 習 法 が 検 討 さ

れ るべ きで あ る。 第4に,偉 大 な ユ ステ ニ ィア ヌ ス帝 の 下 で 編 纂 され た

ロー マの ユ ス ・コム ー ネが,理 性 に 合致 す る限 りに お いて,そ して,承

認済みの諸風俗 と矛盾 しない限 りにおいて,検 討 されねばならない

(「 」,〔 〕 括 弧 内 お よ び ド線 部 は 引 用 者)㌔

す な わ ち,「 理 性 に合 致 す る限 りに お い て,そ して 承 認 済 み の 諸 風 俗 と

矛 盾 し な い 限 り に お い て 」(quatenusrationicongruit,necreceptis

moribusrepugnat),ロ ー マ法 を フ ラ ン ス慣 調 法 地 域 で も補 充 的 に適 用 す

る こ とを デ ュム ウ ラ ンは 認 め た 。 換 言す る と,ロ ー マ法 の 「ユ ス ・コム ー

ネ」 的権 威 を 否定 しな が ら も,彼 は ロ ー マ法 か ら法 技 術 を借 用 す べ き だ と

説 くの で あ る。 彼 の 次 の 一 節 は,一 見す る と ロ ー マ法 を賞 揚 して い る よ う
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に解 され る。 む し ろ,フ ラ ン ス慣 習 法 に と って の 補 充的 法 源 と い う側 面 か

ら,ロ ー マ 法 を と らえ て い る と理 解 され るべ きで あ る。

実 に,最 後 に我 々が,書 か れ た ロ ー マ法 か ら借 川 して い る もの は,衡

平 に調 和 して お り,そ れ につ い て問 題 と な っ て い る 事案 に適 合 して い る

と こ ろの もので あ る。 それ は,か つ て,我 々 が ユ ス テ ィニ ア ヌ ス大 帝 ま

た は彼 の 後 継 者 らに服 従 して い た か らで は な い。 む しろ,こ のLも な く

賢 明 な る 人 々 に 山 来す る あ の権 威 に よ り整 序 せ られ た 〔ロ ー マ〕 法 は,

か くも衡'rに 適 っ て お り,合 理 的 で あ り,そ して あ らゆ る観 点 か ら見 て

絶 対 的 で あ る の で,一 一般 に総 て の キ リス ト教 諸民 族 に よ る援 用 と賛 同 と

に よ り,〔 この ロー マ 法 は 〕 普通 〔法 〕 と さえ な って い る(〔 〕 内 と ド

線部は引用者)㌔

ち な み に,ポ テ ィエ は,『 オ ル レア ン慣 習 法 』 に次 ぎ,25年 間 の 歳 月 を

要 して 『新編 ユ ス テ ィニ ア ヌ ス学 説 彙 纂』 を 著 した。 そ の 中 で,次 の よ う

に デ ュ ム ウ ラ ンの 見 解 を踏 襲 して い る。 ポ テ ィエ も慣 習 法 研 究 に ロー マ 法

の意 義 を 認 め て い た の で あ るi!1。

実 に我 々の ガ リア 〔=フ ラ ン ス〕 に お い て,ロ ー マ 法 へ 心 底 か らの 賞

賛 を惜 しま な い 者 が い るで あ ろ うか?な ぜ な らば,ガ リア で は,新 た に

発 見 され た 『学 説 彙 纂 』 の 光 が,直 ち に,光 り輝 き,あ た か も故 国 に お

い て 定 着 して しま って い るか の よ うで あ る。 こ こ ガ リア にお い て,我 ら

の 歴 代 国{:の 権 威 と 同意 とに よ り,ほ ぼE国 の'r分 〔mediaparsRegn

i〕 に お い て,〔 ロー マ 法 が 〕 祖 国 の ユ ス ・コ ム ー ネ と して 援 用 され て い

る。 しか しなが ら,個 別 の 地 方慣 習 法 〔peculialisconsuetudocujusque

pt-opinviae〕 に よ り規 律 さ れ て い る と ころ の,諸 地 方 〔プ ロ バ ンス〕 に

お い て は,モ リナ エ ウ ス 〔=デ ュム ウ ラ ン〕 が 次 の よ うに述 べ て い る と
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お りで あ る。 「「実 に,最 後 に我 々が,書 か れ た ロ ー マ法 か ら借 川 して い

る もの は,衡'rに 調 和 して お り,そ れ につ いて 問 題 と な っ て い る 事案 に

適 合 して い る と ころ の もの で あ る。 そ れ は,か つ て,我 々が ユ ス テ ィニ

ア ヌス大 帝 ま た は彼 の 後継 者 らに 服 従 して い た か らで はな い。 む しろ,

この ヒもな く賢 明 な る人 々 に 山来す るあ の権 威 に よ り整序 せ られ た 〔ロー

マ 〕 法 は,か く も衡:i;_に適 って お り,合 理 的 で あ り,そ して あ ら ゆ る観

点 か ら見て 絶 対的 で あ る の で,一 般 に総 て の キ リス ト教 諸 民 族 に よ る援

川 と 賛 同 とに よ り,〔 こ の ロー マ 法 は〕 普通 〔法 〕 と さえ な って い る』

(『パ リ慣 習 法 註 解 第 一 部』,n"110),と(〔 〕 内 は り1川者)1"。

4.む す びにかえて

フ ラ ン ス ・ア ン シ ャ ン ・レ ジー ム時 代 の法 源 分 裂状 況 が よ うや く解 消 さ

れ た の は,大 革命 後,ナ ポ レオ ン指 導 ドの民 法 典 編 纂 の時 で あ る。 そ れ ま

で,1可 ら打 開 策 が 執 られ な か った の で はな い。[:権 は,国 内 の 中 央 集権 化

を推 進 す る た め に も,各 地 方 の 慣 習 法 を 調 査 させ,公 式 に編 纂 させ る 事業

を始 め た。 しか し,こ れ に は,大 きな 障 害 が 伴 った 。 慣 習 法 を調 査 し,確

認 ・記 録 す る た め の 手続 が 複 雑 だ った か らで あ る。 そ れ ばか りで は な い。

慣 習 法 地 帯 内 で法 源 が 分 裂 して い た こ とは,一 般 人 の 生 活 を お びや か して

い た反 面,現 地 の法 実 務 家 らに と って は,裁 判 実 務 が 増 え,生 計 の 糧 と さ

え な って い た。 そ の意 味 で は,中 央 集 権 化 を 望 まな い 勢 力 と共 に,彼 ら地

方法 実 務 家 らは,既 得 権 層 と して,慣 習 法 公 式 編 纂 事 業 に抵 抗 した 。

こ の よ うな 状 況 に直 面 し,16世 紀 に お い て 深 い 論 議 が 交 わ され た。 特

に,法 律 家 シ ャル ル ・デ ュム ウ ラ ンは,慣 習 法 の 専門 家 と して,E権 の 慣

習 法 公 式編`1}を 強 く支 持 した。 具体 的 に は,パ リ慣 習 法 を基 軸 に して,

慣 習 法 を 相'1二に比 較 し,「 一 般 慣 習 法 」 を 抽 出す る こ とを 提1亨 した。 更 に

は,こ れ をm仔 本 の 形 に編 纂 す べ き こ と さえ 一1三張 した 。 そ の 後 の 歴 史か ら
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顧 み るな らば,法 典 編 纂 の 考え を 先取 り した と も「亨え る。 ま た,フ ラ ン ス

に お け る ロー マ法 の 権 威 を 否定 しつつ も,そ の 有 川性 を ト分 に 認 識 して い

た 彼 は,ロ ー マ法 の 法 技 術 を借 用 して,慣 習 法 を 「学 問 的 に」 整 序 す べ き

こ とを もi=張 した。

こ う した デ ュ ム ウ ラ ンの 構 想 は,王 権 の み な らず,そ の 後 の 法 学 者 ら

(特 に ポ テ ィエ)に 継 承 され て い き,最 終 的 に1814年 の フ ラ ン ス民 法 典 に

結 実 して い く。

今 後 は,個 別 の法 制度 あ る い は法 学 説 ご とに,デ ュム ウ ラ ンの 思 想 が ど

の よ う な系 譜 で,フ ラ ン ス民 法 の 条 文 に つ な が って い くか を,検 討 して い

くこ と と した い。
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1刊,P.31。Cf.,Jean-Etienne-MariePORTALIS,"Discour・sprononcelorsdela

presentationduprojetdelacommissiondugouver・nement",dansRecueil

compleldPStrava,uxpreparutoiresduCodeCivilparP.A.Fenet,tomepre-
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36-40)0

11前 掲 拙 稿 「ア ン シ ャ ン ・ レ ジ ー ム の 法 伝 統 」pp.33-34。 大 久 保 泰 甫 「フ ラ ン

ス 中 世 一r_権と ロ オ マ 法 」,『 法 制 史 研 究 』 第237」(1974年),創 文 社,PP.46-

49,GO-68,,

12フ ラ ン ス 語 の 原 テ ク ス トは 以 ドの と お り で あ る 。 な お,本 文 中 で 〔中 略 〕 と

し た 箇 所 に つ い て も,原 文 を 収 録 した 。

Etquelespartiesenjugement,tantennostrecourtdeparlementquepai・ 一
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devantlesautresjugesdenostreroyaume,tartnostresqu'autres,pro-

posentetalleguentplusieursusages,stilesetcoustumes,quisontdivers

selonladiversitedespaysdenostreroyaume,etlesleurconvientprouver,

parquoylesprocezsontsouventesfoysmoultallongez,etlesparties

constitueesengrandsfraizetdespens;etquesilescoustumes,usageset

stilesdespaysdenostreditroyaume,estoientredigezparescrit,lesprocez

enseroientdetropplusbriefz,etlespartiessoubsleveesdedespenseset

mises,etaussilesjugesenjugeroyentmieuxetpluscertainement:(car

souventesfoysadvientquelespartiesprennentcoustumescontrairesenun

mesmepays;etaucunesfoyslescoustumesmuentetvarientaleurappetit,

dontgrandzdommagesetinconveniensadviennentanozsubjectz.)Nous

voulansabregerlesprocezetlitigesd'entrenozsubjectzetlesreleverde

misesetdespens,etmettrecertaineteesjugemenstantquefairesepourra,

etOstertoutesmatieresdevariationsetcontrarietez,ordonnons,etde-

cernons,declaironsetstatuonsquelescoustumes,usagesetstilesdetous

lespaysdenostreroyaume,soyentredigezetmisenescrit,accordezparles

coustumiers,praticiensetgensdechascundesdizpaysdenostreroyaume,

lesquelzcoustumes,usagesetstilesainsiaccordezserontmisetescritzen

livres,lesquelzserontapportezpar-deversnous,pourlesfaireveoiret

visiterparlesBensdenostregrandConseil,oudenostrepartlement,etpar

nouslesdecreteretconformer:eticeuxusages,coutumesetstilesainside一

cretezetconfermez,serontobservezetgardezespaysdontilzseront,et

ainsiennostrecourtdeparlementescausesetprocezd'iceuxpays;et

jugerontlesjugesdenostredictroyaume,tantennostrecourtdeparlement,

quenozbaillifs,seneschauxetautresjuges,seloniceuxusages,coustumes

etstiles,espaysdontilzseront,sansenfaireautrepreuvequecequisera

escriptauditlivre;etlesquellescoustumes,stilesetusages,ainsiescritz,

accordezetconfermez,commedictest,voulonsestregardezetobservezen

jugementetdehors.

Toutesfoysnousn'entendonsaucunementderogueraustiledenostre

courtdeparlementetprohibonsetdefendonsatouslesadvocatzdenotre

royaume,qu'ilzn'alleguentneproposentautrescoustumes,usagesetstiles,
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queceuxquiserontescriptz,accordezetdecretezcommedietest;et

enjoignonsausdictzjugesqu'ilspunissentetcorrigentceuxquiferontle

contraire,etqu'ilzn'oyent,neregoyventaucunespersonnesaalleguer,

proposer,nedirelecontraire.

Sidonnonsenmandementanosamezetfeauxconseiller・slesgenstenans

nostrepresentparlement,etquitiendrontceuxadvenir,auPrevostde

Paris,etatouslesautresjusticersdenostreroyaume,etalourslieutenans,

etchascwld'eux,sicommealuyappartiendi°a,yuenozpresentesloixet

ordonnancescy-des-surescrites,ilztiennent,observentetgardent,facent

Lenin,OhSel'VPI'etgardenpartout,enjugementetdehors,sansenfreindr'e.

Etafinquecesoitchosefermeetstable,nousaeonscifaictmettrenostr・e

seel.
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ISAMBERT,JOURDANetDECRUSY,Recueilgeneraldesα ηf'ρηηρsloin

か αηCα εsρ8depuislaa420/usqu'δlaR⑳011'`εoηde1789,tomeIX,Paris,

1825,pp.252-254).

な お,大 久 保 泰 甫 解 説 「フ ラ ン ス 国EのE令 慣 習 法 の 公 式 編 纂 を 命 じ

た 」(久 保 正 幡 先 生 還 暦 記 念 出 版 準 備 会 編 『西 洋 法 制 史 料 選 皿 近 世 ・近 代 』,

創 文 社 同,1979年,pp.3-4)で の 訳 文 を も 参 考 に さ せ て い た だ い た 。
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POTHIER,Coutumed'Orleans,dansr(EuvrerompletsdePothier,1'edition

pai・LeTr・osne,Paris,1844,tome15,p.1.

14「1三 公 開 状 」 と は,国 務 卿 の 副 署 の ヒ,国 一Eが 署 名 し,国 璽 を 付 し,公 開 書

状 と し て 発 せ ら れ た 。 最 高 法 院 に よ っ て 登 録 さ れ な い 限 り,法 的 効 力 を 生 じ な

か っ た(大 久 保 前 掲 解 説 文,pp.12-13。Cf.,MarcelMARION,art."Lettres

patentes",dansDictionnairedesinstitutionsdelaFranceXVII-XVIII"

s距c12s,remimpressionde1'editionoriginalede1923,Paris,Picard,1984,p.3

31)。

15フ ラ ン ス 語 の 原 テ ク ス トは 以 ドの と お り で あ る 。 な お,本 文 中 で 〔中 略 〕 と

し た 箇 所 に つ い て も,原 文 を 収 録 した 。

CHARLESparlagracedeDieu,RoydeFrance:Atourceuxquices
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presentesLettresverront,Salut.Commeainsisoitqueplusieursplaintes&

doleancesnouseussent&ayentestefaites,tantsurlapieuvedesCoutumes

denostreRoyaume,enlaquelleletempspassesesonttrouveesplusieurs

fautes&abus,&mesmementencequesouventenunemesimejurisdiction

s'esttrouvecoustumescontraires&differentesavoitesteprouvees,en

matierequenosBaillifs,Seneschaux&autresnosJugesontesteengrand

difficulted'asseoirjugementpourlacontrariete&diversited'icelles

coustumes,&aussiquenossubjetsletempspasseontestegrandement

intressez&endommagezacausedesgrandsfrais,mises&depensqu'illeur

aconvenu&convientfairepourlapreuvedesditesCoustumes.Pourobvier

ausquelsinconveniensayonsdelibereydonnerprovision,&acestefin

eussionsmandeanosditsBaillifs,Seneschaux&autresJugesdenotredit

Royaume,qu'appellezaveceuxnosOfficierschacunensaJurisdiction,les

gensd'Eglise,nobles,practiciens&autresgensdebienencecognoissans,ils

feissentrediger&mettreparescriptlesditesCoustumes,&icelles,ensemble

leuradvisdecequ'ilsleursembleroitdevoirestrecorrige,adjouste,diminue

&interprete,nousenvoyassentpourypourveoirainsiquederaison.En

fournissantalaquellenostreOrdonnancegrandpartiedenosSeneschaux,

Baillifs&autresJugesdenoti-editRoyaumenosayentenvoyeles

coustumesdeleursJurisdictionsescriptesencayers,signees&appointees.

EtdepuisparnosLettrespatentesdonneesaLyonledix-neuviesmejourde

Janvier1'anmillequatretensquatre-vingt&quinze,pourlescauses

contenuesenicelles,eussionscommis&deputeznosamez&feaux

Conseillers,MaistresThibautBaillet,secondPresidentennostreCourtde

Parlement;GuillaumeDauvet,MaistredesRequestesordinairedenostre

Hostel;NicoledeHacqueville&EtiennePoncher,PresidentesEnquestes,

Philippe-Simon,GuyArbaleste&GuillaumedeBesancon,Conseillersen

nostrediteCourt,JehanleMaistrenostreAdvocatenicelleCourt.Enleur

mandantvisiter&veoirlesditescoustumes.Etensuivantlequelnostre

MandementnosditsConseillers&Commissairesdessusnommez,ayentveu

&visitelesditesCoustumesdeplusieursBailliages&Seneschauss6es,en

voyantlesquellesilsonttrouveaucunesdifficultez,&suricellesmispar
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escritleuradvis,lequel&lesditesCoustumesenvoyerentpardeversnous.

Pourlesquellesdifficultez,aussilesditsadvisestredecidez&accordez,

eussionsordonnelcellesdifficultez&advisestreveuz&visitezparfeu

MaistreJehandelaVacquerieensonvivantPremierPresidentennostre

Court&autresConseillersd'icelle,avecnosditspremiersCommissaires,ce

qu'ilsontdepuisfaitesCoustumesd'aucunsdenosditsBailliages&

Seneschaussees&autresJurisdictions.Combienqueescoustumesd'aucuns

denosditsBailliages&Seneschaussees,veuzparnosditspremiersCom-

missaires,surlesdifficultezdesquellesilsavoient,commeditest,mispar

escriptleuradvis,ayenteuladitecommunicationaveclesditsfeuMaistre

JehandelaVacquerie&autresdenosditsConseillers,pourquoyde-

meurerentlesditesCoustumessansestredenousautorisees,combien

commeditestqu'ellesayentesteveuesparnosditspremiersCommissaires

&leursadvisredigezparescriptsurlesdifficultezpareuxtrouvez,&que

s'ilfalloitgarderladitesolemnite,decommuniqueravec1'undesPresidents

&autresnosConseillers,seroittres-difficiled'ymettrefinsansgranddelay

&retardation,attendulesgrandes&continuellescharges&occupationsde

nostrediteCour.Etaussiqueparlaforme&solemnitequisegarderaenla

publicationdesditesCoustumes,sepourrontseurementvuidertoutesles

difficultezqueque1'onpourroitouvoudroitfairesuricelles.Etmesmement

quepourfaireladitepublication,ferontderechefconvoquez&appellez

lesditstroisEstatsenchacunBailliage,Seneschaussee&Jurisdiction,&en

leurpresenceserontleues&ouverteslesdifficulteztrouveesenicellespar

ceuxdeditspremiersCommissairesquiaurontlachargedefaireladitepub一

lication,&leuradvis,pourletoutestreaccordeparlesditsEstats,&quesi

aucundiscordoudifferentadvenoit,surlequellesditsEstatsnesepeussent

accorder,serontlesditesdifficultez,discords&differendsredigez&mispar

escriptaveclesraisonsdeleurditsdifferends,pourestreparnousmisordre

&donnefin,ledemourantd'icellesCoustumesaccordeesentierement

publier,&queceseroitlongcircuitdefaireprealablementcommunication

avecaucunsdeladiteCourt,&derechefassemblerlesgensdesditsEstats,

pourveoircequeseroitdecide,&enquoypourroitderechefcheoirdifferend
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&discord,lequelitfaudroitderechefrapporterpardeversnous.Attendu

aussiqu'ilnestplusclere&evidentepreuvedeCoustume,queCellequiest

faiteparcommunaccord&consentementdedsitsEstats.Pourceest-ilque

nousvoulansmettrefinenladitematiere,laquelleaesteencommencee

long-tempsa&desledix-neusiemejourdeJanviermilquatretensquatre-

vingt&quinze,&queladitepublicationnecheeendelay&rompture,

voulons&ordonnonsquetoutes&chacunesleditesCoustumesquionteste

veues&visiteesparnosditspremiersCommissaire,lesdifficultezfaitespar

euxsuricellesaccorezparlacommunicationqu'ilsonteuavecleditfeude

laVacquerie&autresConseillersdenostrediteCour,&toutescellesquiont

esteveues&visites,&serontcy-apresparnosditspremiersCommissaires,

soientpublieesenchacundenosditsBailliages,Seneccaussees&autresnos

Jurisdictions,pourveuqu'enfaisantladitepublicationsoftgardee&obser一

veelasolemnit6dssusdite.C'estasgavolrquelestroisEstatssoient

assemblezcommeditest,&quelesdifficultez&advissoientleuz&ouverts

enlapresencedesditstroisEstats,aceques'ilsfaisoeintquelquedifficulte

ouilseussentquelquediscordoudifferenceenreeux,quelesditsdifferends

quisenesepourroienttermier,soientrapportezdeversnouspourenestre

ordonneainsiqueverronsestreafaire.Etneanmoinsvoulonstous&

chacunslesarticlesquiserontaccordezparlesdiesEstatsoulaplupart&

sainepartied'iceux,&nosditspremiersCommissairesestrepubliez.Etdes

maintenantpourlors,&deslorspourmaintenantlesCoustumescontenues

eniceuxarticlesaccordezenlamanieredessusdite,denostrecertainescience

&propremouvement,plainepuissance&auctoriteRoyal,aeonsdecrete&

auctorise,decrerons&auctorisonsparcespresentes,&icellesvoulonsestre

inviolablementgardees&observeessansenfraindrecommeloyperpetuelle,

sanscequ'aucundoresenavantsoitreceuaposerneprouvercoustume

contraireoudesrogantaicellescoustumesainsipubliees.Enmandanta

tous&chacunsnosditsBaillifs,Seneschaux&autresnosJusticierslesfaire

garder&observer,&enfaireregistrespublics,auxextraitsdesquels

deumentfaitsfoysoitadjoustee;&toutes&chaucuneslescausesdontla

decisioncherraesditesCoustumes,foientselonicellesjugees,decidees&
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detei・mineessansquelquedifficulte,&sansqu'onsoittenufaireenqueste

n'autr・epreuvesurlesditesCoustumes,quelesditsextr・aitdeuementfaits.Si

donnonsenmandementanosditspremiersCommissaires&adeuxd'entre

euxquipar・euxserontesleuz,queennosditsBailliages,Senechaussees&

autresnosjurisdictions,engardant&observantlaforme&solemnite

dessusdeclaireepour・faireladitepublication,ilspublientoufacentpublier

&enregistrerlesditesCoustumesenlaformedessusdite,&icellesfacent

entretenir,gander&observer・inviolablementcommeloyperpetuelle.Et

neanmoissienfaisantladitepublicationyentrevenoitaucunesdifficultez

sur・aucunsarticlesdesditesCoustumes,nousdesii・ansicellesestrevuidees

vousaeonsdonne&donnons,&aceuxquiainsiserontparvousesleuspour

fairelapublication,pouvoir,puissance&autoritedelesaccorderdu

constementtoutesvoyesdesditstroisEstatsdechacunBailliage,Sene-

chaussee&Jur°isdiction,oudelaplusgrande&sainepartied'iceux.Etau

casquelesditsCommissairesparvowsesleuznepourroientvuiderlesdites

difficultezquisurviendroientsuraucunsarticlesdesditesCoustumesen

faisantladitepublication,icellestoutefvoyesdemourantensavaleur,force

&vertuquartauxautresarticles&Coustumesaccordees,voulons&

ordonnonsquelesditsCommissairesparvowsesleuzafaireladitepublica-

tion,mettent&redigent,&facentmettre&redigerpai・escripticelles

difficultez,ensemblelesraisons&advisdenosditsOfficiers&gensdestrois

Estats,&letoutrenvoyentpardeversnous&lesgensdenotregrand

Conseil,outelsCommissairesqueWoosdeputer・ons,pour・pareuxenestre

decide&deter°mineainsiqu'ilsverrontestreafaireparraison.Decefaire

vousaeonsdonne&donnonsplainpouvoir・,auctorite,commission&

mandementespecialparcesditespresences,&aceuxquiserontainsipai°

vowsesleuscommeditest.Etparcespai,esentesmandons&commandons

atournosditsF3aillifs,Seneschaux&autresnosOfficiers&subjets,qu'a

vous&aceuxquiparvoussei°ontesleus,commeditest,obeissent&

entendentdiligPmment,encontraignantacefaire&souffrirtousceuxyui

pourceserontacontraindrepai°toutesvoyes&manieresdeues&

raisonables,nonobstantoppositionsouappellationsquelconquesfaitesou
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afaire.Pourlequelles,&sansaicellesavoiraucunesgard,nevoulons

aucunnementestrediffer・e:Carainsinousplaist-ilestrefaitnonobstant

commedessus&quelconqueslettr・es,mandemens&differencesace

contraires.DonneaAmbroiselequinziemejourdeMars,1'andegi°acemil

quaしrecensquati・e-vingt-dix-sept&denostreRegneIequinziesme.Ainsi

signe,parleRoy,Monseigneur・leDucd'Orleans,vouslesSeigneursde

Gi°aville,AdmiraldeFrance,dePiennes,Daubigny,&duBouchage&au-

tres,presens,ROBERTET(ド 線 部 は 引 用 者 。Cf.,CharlesA.BOURDOTDE

RICHEBOURG,Nouveauω α亡μηz飽r9θ ηθrα',oucorpsdnscoutumesgenerates

etparticulieresdeFrance,etdesprovincesconnuessouslenomdeGaulles,

tome4,Paris,chezclaudeRobustel,1724,pp.639-640).な お,大 久 保 前 掲

解 説 「フ ラ ン ス 国 」三の 一E令 慣 習 法 の 公 式 編 纂 を 命 じ た 」(前 掲 『西 洋 法 制

史 料 選m近 世 ・近 代 』,pp.5-8)で の 訳 文 を も 参 考 に さ せ て い た だ い た 。

16"Consuetudinesgenerates&communesantiquaeGalliae,ratiores.

Franci&Gallisempei・habueruntconsuetudinesquasdamgenerales&com-

munes;praesertimimsuccessionibus,haer・ediis,&lucr・isnuptialibus,feudis,

censibus,retractionibus,prorsusdiscrepantesajutecommuniRomanorum,

cuiFr・ancinunquamsubditifuerunt,&illaeconsuetudinesgenerales&com-

muneserantjuspeculiare&communeFrancorum&Gallorum."(ド 線 部

は 引 川 者 。Cf.,CharlesDUMOULIN,"Primaparscommentariorumpari-

sienses,EpitometituliIdefeudis",dansCaroliMoZε η詑lFranciaeet

σθr舵 αη認celeberrimiivrisconsvltiρ`IRsurpremoParisiorumSenate

antiquiAducari,Opera.qu・ ぞextantomnia(ci-api°es,Carobル ノoZεη認 ご...

npPrag配 認extantomrtia.),Paris,G.AlliotetA.Clement,1658,in-fol.,

tomvsprimvs,Il107,col.44)。 本 稿 で は,1658年 版 『デ ュ ム ウ ラ ン 全 集 」 を

テ ク ス ト と し た 。 な お,1681年 版 『デ ュ ム ウ ラ ン 全 集 』 を も 適 宜 参 照 し た

(Cf.,CharlesDUMOULIN,CaroliMo伽 副Francisρ`Gεrmα π油

celeberrimiivrisconsultietinsurpremoParisiorumSenateantiqui

Advocari,Onznia(1α ・ぞextantopera(ci-apres,Cα'℃liMolinaei..,Um.nia

gα 認extantopera),Paris,G.AlliotetA.Clement,1681,in-fol.,tomus

primus,reimpressionde1995,SchmidtPeriodicalsGmbllenAllemagne,

n"107,p.22)0
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17"...interconsuetudinesFrancine&Galliae,major°,prolixior,&vberioi・,&

plerumquedifficiliorestti°actatusdefeudis.Aquopl・oindenonimmerito

debuithaecdescriptioconsuetudinumPai・isiensiumincipere,quaereliquas

omnestotiusFrancine&Gallineantecellunt....ConsuetudeParisiensiumest

caputomniumhujusregni,&totiusetiam.:,.consuetudinum."(ド 線

部 は 引 用 者 。Cf.,DUMOULIN,"Primaparscommentariorumparisienses,

EpitometituliIdefeudis",dansCαroZε ルfo伽 劉...Opρrαgα 認extantomnia,

tomvsprimvsn°2,coL5;Ibid.,op.cit.,dansCα7・oZど ル10伽 認 ム..Omniagμ 認

extantopera,tomusprimus,n"2,p.3)O

l8ラ テ ン語 原 文 テ ク ス トは 以 ドの と お り で あ る 。 な お,本 文rllで 〔中 略 〕 と し

た 箇 所 に つ い て も,原 文 を 収 録 し た 。

suvouianecessariaVtnihilReipublicaesalubriusmagisquenecces一

sarium,quamClara,&aequalibilisbonarumlegumconstitutio:itanihil

periculosius,nihilexitiabiliusearumconfusions&inrertitudine,quasitut

Boni&quieticiuesnihilomagisvelinciuitatesesuaquetuei°iqueant,quam

interexlegesvelpr鈴dones:contramali&improbi(quorumalioquinperse

sempernimismagnaturbaest)vndiqueoccasionemhabeantcalumniandi,

&aliena,praesertimsimplicium,proborum,&innocentiumciuiumbona

diripiendi:iudexveronequebonostueri,nequemaloscoercerepraejuris

confusione&incertudinepossit.ImmanequammultiBonidues,praesertim

pupilli&viduae,quostueri&abomniiniuriavindicarispecialiter&dis-

trictecumseueriscomminationibustotiesomnibuspoliticisvirisDeus

praecepit,oppressisunt,&pr・aedaecalumniatiumpatuerunt,subilia

misserimaconfusioneetincertitudinejuris,anteconsci°iptasconsuetudines,

quaenonsolCtmpt°agmaticot・umlibidini&cauillis,sedetiamperuet・sioni

pessimi&improbissimicuiusquenebuloniserantobnoxiae.Diesmihi

deficeret,sivelenumerareperget・emquotmonstrahaecexcetraeffuderit.

YrimumFrancinenullumferelumenerat,nullasolidascientiajurisciuilis,

neceamsee°ioiuuenesdiscebant,vtpotecuiusfei-enullusvsusesst.

QuorsumenimeratlegesLongoLahore,necmodicosumptudiscere,sistatim

velhiscet・evolentiosocculuderetw・contrariaveldiuersaconsuetudinenon

ostensa,sedinfactoprohando,posita?Secundo,silegumscientiaerathic
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obscur°anihilominusobscurior&incertior・eratnotitiaconsuetudinum,

quarumnullanisiperconfusatestimoniahabebaturprobatio:quaepro

diligentiaveloscitantia,largitione,factionevelimhecillitatepartis,modo

alba,modonigra,modoversicoloreratetiamineodemmunicipio,nunnun-

quamsivtraqueparsaequepOtP.11S&factiosael°at,vtrinqueaequaliter

probabaturEKδ`α μετρoひcontraria&repugnatisconsuetudo.Hincmulti

perfiditestesalebantui・,hominespei°iuriis,subornationibus,caluminiis

assuescebant,malumqueindiesgliscebat.Feruetetiamnumadusquein

ProuinciaPerticensi,vhietiampercenturiastestiumoppositaconsuetu-

dinumfactaprobarelicet,maximoquidemdedecore,sedgrauioripiaculo

eorum,quipraesunt,aquihusDeussanguinemoppressorum&animasob

eamδ ひσレoμ 乏αレ&morumcorruptelampericlitantiumolimrequiret.

SanctumConsmumDiciitaquenonpotestquantumReipublic饗.

profuerintauthoresConsilijilliusconstitutionisprimumaRegeCaloro

septimoAnglis飢otaGalliaexactissancitεe,vttotiusregniconsuetしldines

inscriptispeg°cuiusquelocimunicipesredigerentur,redactaeadConsilium

RegiumvelSenatumr・eferrenturdiscutiendae,deindeRegiaauthoritate

confirmandae.Verumvtlaudandumesteorumsanctumconsilium,ita

dolendumquodnondumultranonagintaannosatemporepraefatiedicti

pleneconfectumest.Licetenimpleraequeinterimconsuetudinesmagno

populicommodopai°timemendatae,conscriptae,&publicataeSint;tamen

multisinlocisnondumestfactumveldefunctor・iegestum,necdispunctione

facta,nePrincipirelata,homologatum.Nequeenimprincipaliillaconstitu-

boneconfir・mandiauthoritasSenatuiParlamenteodemandabatur°,sed

ministeriumvidendi&discutiendi.Quanquamnonimpr・oboquodperalias

ftegumoccupationespi・udenteraSenatufactumest,vteiusauthoritate

prouincialesscriptisconsuetudinibusvtei・enturpotiusquaminsuspenso

diutiusinre,quaelongioremmoramnonpatittu°,extraherentur,sedrem

omnemadhucRegiintegramesseostendo.Multorumenimlocorumcon-

suetudinesadhucincertaenecscriptaesunt,scriptasvetoresipsaclamat

nonessepleneaSenatudiscusses:alioquinnonexundarenttotarticuli

controuersiindecisi,nectotcontrarij,ancipites,&iniyui,inemendati .Porro
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nihillaudabilius,nihilintotaRepublicavtilius&optabilius,quamomnium

diffusissimarum,&ineptissimesaepevar・iantiumhuiusregniconsuetudi一

numinbreuemvnam,clarissimam&aequissimamconsonantiamreductio.

(auot&quantaeutilitatesPrimumenimmultaeiniquaeconsuetudines,

quaealiaspererrorem&imperitiamirrepserunt,aliassinevei°o&legitimo

populiconsensuperambitionemquorumdamvsurpatae&persuasaeBunt,

sanctacensuracorrigerentur,&adiustitiam&aequitatemreducerentur・.

Secundo,contrariaeetiamnonnunquamineademscriptura&consuetudine

concordarentur:velquaeiustaessetgeneraliterobtineret,autaliudiustius

&vtiliusconstitueretui°.Teruo,variae&diuei・saedeeademreinvnam

quambreuissimam&optimamconsonantiamreducerentur.Quarto,mulCae

obscuta∋&ancipites,&distortae,clarissimae&facilesredderentur.Quint6,

ineptae&superuacuaeomitterentur.Sexto,defectivaesupplerentttr.Pluri-

maeveroamhiguitates,quaesummaquoquetr・ihunaliadiufrequenter

exagitant,&incontrariasnonnunyuamsententiasdiffiundunt,certalege

clarissime&absolutissimedeciderentur.Septimo,nonsolumprivatis

quibusdamcausarumnundinatoribus,sededamfactioniquorundam

potentiorumobstueretur,quinonnunquaminsuisuorumvecommodum

certilociconsuetudinesvelconcordariimpediunt,velcertomodoper

gratiam,sor・desautambitionemconscribicur・ant.quidquodaliquiminus

potentes,sedastutioresinuenticunt,quivtetiamreceptasconsuetudines

prolihidineinuerterent,autnouasfingerent,suhornatislitigator・ibus,qui

cumcolluderent,certainsententiamtulerunt,autferri,&inremahire

iudicatamcur°auerunt,eaquetechnarepetitacumlapsudecennijqualem

vellentconsuetudinempraetexerent&hacartehaereclitatemaliquam

opulentem,autaliudiniquumlucrumexpiscarentur,pr・ivatafraude

occultisquecuniculisexpugnantes,quodvimaiore,&apertafactionenon

poterant?Quinetiamnuperinuentisunし,quihacarteilludereausifuerint,

addetoruquendamadlibitumconsuetudinemTrecensem,supr・emiSenattts

authoritateinpublicoconsessuconscriptam&homologatam,idqueprεe-

textuinquisitionismodovtendi.Quibusomnibusfraudibus&impres-

sionibuspeream,quamsuademus,&cumbonisτ αψλoπ∂ τρ`σ εquibusque
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optamus,

insumma

riarum,

6ひ レoμ 乏αレvelutpraesentissimo∂ λεζ`φ αρμ6!κωobuiaretur.Et

promultisdiffusissimispluriumvariantissimarum,conti-a一

nonnunquamobscurarum,iniquarum,ineptarum,mancarum

consuetudinumlibris,litibusquidemserendis&propagandis,lucrisque&

cauillispragmaticorumidoneis,breuissimus,candidissimus,expeditissimus

&absolutissimuslibellushaberetur,iuricommuni&aequitatinaturalli

consonantissimus,publicae&singulorumomniumvtilitatiaccomodatimus:

nisisiquisintmaleferiati&Reipublicaehostes,quipublicismalissaginari,

quamRempublicamsaluamessemalint.

RatiotollendimultitudinemlitiumEtiudiciomeononestaliavia(vt

saeperestatussum)diuinior,facilior&efficacior,adamputandam&

moderandaminfinitumillamlitiummultitudinem&prolixitatem,quatot

annosmisere,necsinemagnopraecaeterisnationibusdedecorequaritur&

premiturFrancia.Nequeenimmultiplicationelegumautconstitutionum

litescohiberentur,sedmagisirritantur,vtnotumest,&docuitexperientia,

&multominusearumperplexitatesedsimplicitate,aequitate&claritate

legum.

RegniqueconfirmandiMihiquoquevideturnihilaptius,nihilefficacius

adpluresprouinciassubeodemimperioretinendas&fouendas,necfortius,

nechonestiusvinculum,quamcommunio&conformitaseorundemmorum

legumvevtilium&aequabilium.Hinc(vtaccepi)quidamexhostibus&

osoribusRegisconatiBuntinFlandria,quneiuris&ditionisFrancine

semperfuit,immutareformamconscriptionisconsuetudinumillicautho-

ritatesupremihuiusParisiorumSenatusfactam,quomagisanimos

prouincialiumabalienai・ent,nondumtamenmoresipsospenitusimmutare

potuerunt.Sediamnonnullosaudirevideorsubmurmurantes,frustrame

solemfacibusmustrare,eamvidelicetε ひレouiavvniusaequabillissimae&

absolutissimaeconsuetudinisfrustratantoperetammultorudiquesermone

commendare&suadere,cumnemosamementisdubitet,remessesanctis-

simam,totiqueReipublicaevtilissimam,sifactumfuissetautefficiposset:

idqueduntaxatquaerendumautdocendum,siquatandemcommodeconfici

queat.Atquiquomagisinconsuetudinuminterpretatione&elucidatione

,,
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versor(quoantedecemannospostdiuturnumiurisforiquestudium&

exercitiumcalamumadhibui)eomagisperspiciononsolumidmaxime

(quodomnesfatentur)aRepublicaesse,sedetiambonoPrincipi(sivacet)

bonorumprudentumque;(quinondeerunt)conciliofacileesse.

DiuisioTriaenimduntaxatobiicipossevideo,vnumimpossibilitatis,

reliquaduodifficultatisvidelicetprimum,totprouinciastamampliregni

nonposseeodemmoreveliureinsingulisregi,seddiuersosmoresdiuersas

&gignere&exigereconsuetudines.Secundum,praeiudicataquarumdam

iamhomologatarumcosuetudinumauthoritas.Tertium,procliuitas

hominumaddiffensum,&difficultasconsensusvniformistammultipopuli,

praesertimpeculiaribusinsuaquaqueprouinciaconsuetudinibusassueti.

Sedhaec&similiaquaeadeareducuntur,tametsiimperitorumaut

negligentiumoculosperstringerequeant,nihilprorsushabentnerui,sed

propriusexplorataprorsuseuanescunt.Adprimum,quamuisidvnica

Iustinianaeiiuriseditionepossitabunderetundi,tamenfateorquodad

particulariaattinet,quaevariis&infinitisfactiscircumstantiissunt

annexa,diuersiatempopulorumdiuersas,quaadquaedamparticularia,

legesexigere,necpossecommodecunctospopuloseodemciuiliiureinomni-

busetiamparticularibusquibusquecasibusvti.Seddicoprimoomnem

populumGallicum,vnumessepopulum,&olimvnicamfuisseprouinciam,

quantumcunque;latissimam,vtinlib.1.Comment.IulijCaesaris.Secundo,

necadhucagidevniuersopopuloGallico,seddehistantumquivulgo

censenturpatriaeconsuetudinariae,quibuseademferelinguacommunisest.

Tertia,quodiamabomniaeuoeademspecieiuris,nempeconsuetudinarij,

vtuntur:quodlicetinsingulismunicipiisinplerisquevariumsittamenea

varietasnonconsistitnisiinquibusdamparticularibussingularium.

Caeteruminsummarerum&ingeneribussingulorumconueniunt,vtfa-

citeconjiciquestomneshasconsuetudinesinitiovnamfuisse,licetsuccessu

temporisinsingulismunicipiisquaedamcircaparticulariavariatasint;quae

varietasvtplurimumomniratione&vtilitatecaret,necnisicaptionibusaut

litibusserendisidoneaest.Nonsolumigiturnihilimpedit,sedtumeadem

origo,tumconformitasingeneribussingulorummanifestoconuincit,
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eademconsuetudinenosvtiposse.Nonabnuoquincei・tislocisexprobabili

quadamrationequaedamexcipiendasintageneraliconsuetudine,&velut

localisquaedamconsuetudoreseruanda,quoadquaedam,quodomnem

obiectionem&causificationemexcludet,necconsonantiam&certitudinem

totiusiurisconsuetudinarijimpediet.Adsecundum,vtinterimomittam

HullopraejudicioquodReipublicaevtileestimpediriposse,satissupradocui

omnia,quantumadistud,dequodisserimus,Integraesse,nullbquepraeiu-

diciosanctissimaehuicconsuetudinumrepurgationi&consonantiaepraeci-

sumesse.

FrancorumnEt,oaoXiaAdtertium,vanamesseeamdifficultatemsatis

persenotumest,&peculiarisillsFrancicipopuliirecpapaiaClare

conuincit.

FacilitasPraeterreavtinterpluraaliaomittamvetusetiamillud

spernendaedifficultatisinrebushonestishortamentumceleberrimum,

δ∂σκoλ αzaκ αλa,&quodAristot.lib.2.magn.Mora1.restatur,π ερ≧

τδ καλεπ6τ ερoレ δε1τoτ ελω τoα ρετversari,quamsithicmodica&

supinadifficultas,resipsaostendit.Nuncenimplurimumlocorum

consuetudinisnonnihildiscussis&repurgatis,&inscriptaredactis,longe

faciliusestomnesinvnambonam&aequamconsonantiamredigere,quam

initio,dumadhucomniaintacta&obscuraBrant.Quidquodomniaessein

facili&procliuiiamiampluriesipsareiexperientiadocuit?Quotiesenim

consuetudinescuiusquelociabantiquoscriptae,rursusPrincipisvel

Senatusmandatoconcordandaevelconscribendaefuerunt?Constatmulta

prudenter&exbonno&aequononsolumadditaveldetracta,sededam

mutatafuisse:idquenonsolummaiorispartis,sedetiamtotiusconsessus,

&ciuiumomniumconcensu:imononsolumcommuniconsensu,sedetiam

flagitationeciuium.Siigitursingulorummunicipiorumciueslibentissime,

imocupidissimeadmiseruntpropriarumconsuetudinumemendationem,

aequitatis&commodisuaeProuinciaeintuitu:guanomagis&libentius&

cipidiusidemadmissurisunteiusdemaequitatisintuitu,maiorisquetotius

regnicommodo?Etvtomittamquaeinconsuetudine,Senonensi,Parisiensi,

Syluanectensi,&aliisprobeemendatasunt,vtnotumestantiquariis,&his

,・
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quilibrosantiquosmanuscriptosconsuetudinumhabent.Extatadusque

libel-typisexcussusconsuetudinumNiuernensium,quasupraquin-

quagintasexannoyiussu&authoritateDucisBrabantini,Comitisque

NiuernensisFranci㌍Paris,trium(quosvocant)statuumconsessuhabito

discussarum&inscr・iPtaredactarum,quaediscttssioquatuorannoscontin-

uosconsumpsit,&tandem(vtapparel)pragmaticivtriusqueLam

EcclesiasticiquamsecularisPori,Decur・iones,Notarij,mercatores,&caeter・i

ciuessubscripserullt,&testificatisuntesseveras,antiquas&vsitatas

consuetudinesprouinciaesuaeperrationes&causasetiamdetempore

immemorialiconeludelltes,&extuncvtindeabinitiく)iiiconcussaeobse-

i°uataefuel°unt,doneeannoM.D.XXXIV.missisduobusConsiliar・iisexhoc

amplissimoSenatu,vtprincipaliauthoritatehomologarentur,concessu

hatitobreuitempore,vixbimestr°i,multacommuni,consensuprudenter・ex

bono&εequoco1'・ecta&constitutafuerunt,prεeter&contraveterem

formam&obseruantiam.Quidquodetiamnumcircunferunturveteres

Bitr・igumconsuetudines,cumcommentar・ioantequadr・agintaquinque

annoseditoaD.NicolaoBo蒼rio,primoeiusexempliauthore,deindeConsilij

magniConsilialio,postr・emoBurdgalensiumPraeside:&tamenconsessu

Bitrigumsupercirciterbimestrihabito,multaprudenteraddita,cletracta,

&melius(idqueomniumconsensu&plausu)constitutef'uerunt.

confutatioImproborumQuaenamergodifficultas?QuodnamPr肥iu-

diciumsinemanifestatergiuer・sationepraetexicausarivepotest?Tantum

cessentambitio,commodinrivatistadium&neglectushonesti,&idgenus

Rerumpublicarumpestes,&omniainvadoBrunt,resqueomnismulto

faeilius,quaminhuncquoquediemquibusdamμ`κ ρoπ ρεπεσ`,nedieam

μ`Qom&zp`σ`μ`σ αθρωπoε σvisumsit,acmultoPlausibiliussuccedet,dum

omnesintelligent,nihilalliudagi,quamquodadsuumposter-itatisque

commodum,pacem&tranquillitatemspectat.Reclamabuntfosanaliqui

primocongressu,sedtabulae,seu(Graecivocant)δ εκ6β加 φo`,quilitibus

velutmoribusciuium,nonaliomodo,sedillisexacerbatisquaestumsuum,

latifundia1'actumqueindiesaugericupiunt.Quales(vtafidedignisaccepi)

inuentiBunt,dumscr-iptumconsuetudinumcuiusdamlociinpublico
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consessurecitaretur,multiqueboniciuesflagitarentdeclarationem&

suppletionempluriumobscurorumautdefectiuorumarticulorum,illicpal

amobstiterunt:&quiarespraecipitanter&defunctioneagebatur,

obtinueruntvultuturijquidemtogati(nequeenimhuiusmodipestes

Aduocatorumnominedignisint,necerubueruntquaestussuiprivati

rationempubliciscommodisopponere,causantes,siomnesarticulitam

Clare,nitide&absolutesupersingulistitulisexplicarentur,forevtlitium

frequentiacessaret,quaestuiqueeorumplurimumdecederet:eoquod

populariteromniumoculisexpositislegibusetiampopulareseasplane

intelligere,&sibiipsisinuicemconsulerepossent,rariusquepatronorum

subsidioforensiqueconcertationeindigerent.Vocesnimirumnebulorum&

harpiarum,nonaduocatorum,quilaudabilehominibusquenecessarium

aperiendaeprotegendaequeveritatis&iustitiaeofficiumprofitentur.

VeriboniqueAduocatiProbivero&veriaduocatitamsynceram&

expenditamε δひレoμ 乏αレnonsol血mnonaduersabuntur,sedetiamample-

ctentur&iuuabunt:nonaliterquamprobi&fidelesmedicimalunthomines

Banosessequamquaestumfacere.Necdubitoquamprimumresmaturius

perfecta&intellectaerit,forensesillosvulturiosτo`σ δ≧Illhll)`αsiquiin

exordiis(vtfit)hiscereausifuerint,moxnabcvWBEtv,autcumrubore

Harpocratemimitaricogendos,&omninopulcherrimumillud&

vtilissimumopusgratiusfuturumvniuersopopuloGallico,quamolim

populoRomanofurtumCn.Flauijscribae,quiformulasactionumsubreptas

privataauthoritateeuulgauit,quasApiusClaudiuscomposuerat,&

ambitionis&authoritatispropriaecausa(sicutolimapudnossuperstiosi

illi&impostoresDruydae)inlatentiapudseretinebat.Atquileges,quae

omnesligant,&vtilitatisomniumcausalataesunt,abomnibussciri _&

intelligidecet,obeamremmaximeclaraspublicas&expeditasesseoportet.

Iamnonsemeloperasinidnonprivatim,sedprimariisviriisobtuli,

videlicetprimamcompilationemconscribendi:nonvtillistaretur(nihil

enimmihiarrogo,sedquammaximepossimReipublicaeprodesse,&adid

adhortarilaboro(sedvtessetγ ραφZαseudelineamentum,aperitioribusad

idmunerisdeligendisexcutiendum,&viuissuiscoloribusexprimendum.
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ModusQuamobremeademoperasimulobtulirationesmeaslocissuis

oportunisadscribere,velutrationemdelectisiudicibus&authoribusoperis

reddens,curaliquidsicmuttassemveladdidissem,veldetraxissem,simul

curalicubilocalemconsuetudinemreliquissemvelomissisem:vsqueadeonil

propriaauthoritatesensuvepraesumo.Confectamautemadelectis

compilationemmeoiudicio,priusquamRegia&Senatusauthoritate

homologaretur,expedirettranscriptamadomniapatriaeconsuetudinariae

municipiamitti,iussismunicipibus,siueconsuetudinesscriptashaberent,

siuenonintrasemestrevelaliudcongruumtempusdiligenter&mature

perspicere,siquidmutarivelsuppleriexpediret,idquecumrationibussuis

significare.Quibusfactispromptumessetbonisdoctis&expertisrotQ

φ`λoπa`ρ`σrursuscoactis,GallicamillamEUレouiavaequissimam,

clarissimam&absolutissimamconstituere,regiaauthoritateperpetuo

confirmandam.Eoetiammoderamineadhibito,vtquoadarticulosmutatos

innegotiisdemumfuturiis,velpostaliquodcongruumtempusvalitura

esset,neforsaneamutatiopraeteritisnondumfinitisnegotiis,authis,qui

matrimoniacertispactionibustacitisvelexpressiscontraxissent,captiosa

esset.

Haecfuit&estmeadehacresententia,quamhicrursusedendameo

consilioduxi,quobonis&Reipublicaebenecupientibus,siposthac

εひκαε`ρ カσε`,sitvsui(下 線 部 は 引 用 者 。Cf.,DuMouLIN,0αroZε ルZo伽 凝

...Operaquaeextantomnia,alafindutomessecvndvs,cols.287-292;Ibid.,

σαroZムMo'ε π認 ε...Omniairextantopera,tomussecundus,pp.690-692).

19パ リ郊 外 西 南 方 の ペ ル シ ュ 地 方 の こ と で あ ろ う(Cf.,GRAESSE,BENEDICT,

etPLECHL,OrbisLatinus(LexiconlateinischergeographischerNamendes

MittelaltersandderNeuzeit),3"edition,Klinkhardt&Biernamnn,

Baunschweig,1971,p.270et272)0

201545年 に シ ャ ル ル7世 が 発 布 し た,「 モ ン テ ィ ・ レ ・ ト ゥ ル の 王 令 」 の こ と

で あ る 。

21シ ャ ン パ ー ニ ュ地 方 の ト ロ ワ の こ と で あ ろ う(Cf.,GRAESSE,BENEDICT,et

PLECHL,op.cit.,p.397)0

22デ ュ ム ウ ラ ン が 『パ リ慣 習 法 註 解 第 一 部 「封 上 」』 を 著 わ し た こ と を 意 味 し
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て い る 。

23デ ュ ム ウ ラ ン が 使 川 し た 刊 本 は わ か ら な い が,カ エ サ ル の 『ガ リ ア 戦 記 』 第

1巻 の 中 に,彼 が 指 摘 す る よ う な 叙 述 は 見 当 た ら な い 。 ガ リア 民 族 全 体 の 特 徴

を 述 べ て い る 箇 所 と して は,む し ろ,同 書 「第6巻 第3ガ リ ア の 制 度,習

慣 」 で は な か ろ う か(ユ リ ウ ス ・ カ エ サ ル 著 国 原,畳i之 助 訳 「カ エ サ ル 文 集 ガ

リ ア 戦 記 ・内 乱 記 』,筑 摩 書 房,1981年,pp.91-95。Cf.,CAESAR,"TheGallic

War",withanEnglishtranslationbyH.J.Edwards,TheLoebClassicalLi-

brary,HarvardUniversityPress,Cambridge,MassachusettsinU.S.A.,

1917,i°epi°inteditionof1986,p.316seq.;CESARGuerredesGa.ules-Livres

V-VIII,texteetabliettraduitparL.-A.Constans,Societed'editionLcs

BellesLettres,Paris,1989,p.183seq.)

24パ リ 北 東 方 の サ ン リ ス の こ と で あ ろ う(Cf.,GRAEssE,BENEDICT,et

PLLCI-IL,op.cit.,p.321)

25ル イ ・ル イ ヤ ー ル(LouisRouillard),ニ コ ラ ・ サ ン ガ ン(NicolasSan-

guin)ら で あ ろ う(Cf.,AnneROUSSELET-RIMONT,LechancelierPtlaloi

auXVI'siecle,DeBoccai°d,Paris,2005,p.498,n.516)0

26ニ コ ラ ・ ド ・ボ イ エ(NicoladeBohier,1469-1539)は モ ンベ リエ に 生 ま れ,

ピ ザ と モ ン ペ リ エ の 両 大 学 で 法 律 学 を 学 ん だ 。 ブ ー ル ー ジ ュ で 弁 護1_を 務 め る

か た わ ら,大 学 で 法 律 学 を 講 じ た 。1507年 に 大 顧 問 会 議 の 評 定 官 に 任 命 さ れ,

1515年 に は ボ ル ドー 最 高 法 院 の 第3代 目 長 官 に 就 任 し た 。1539年 に ボ ル ド ー

で 没 し た 。 著 書 に は,『 ボ ル ド ー 慣 習 法 注 釈 』(Boeriicoη8α θ飽41η ρs

Biturigum,cumglossis),が あ る(Cf.,M.PREVOST,"BONIER",dansDi一

ぐ己εoηηαεrρde6εogrα ρ1zερノ短 πcα ど8θ,Paris,LibrairieLetouzeyetAne,1954,

tomeIG,col.782;M.CAMUS,Bめ'εo`ん 幻 αρchoisiedesliuresdedroit,

Bruxelles,reimpressionde1'editionde1833,GeorgOlmsVerlag,

Ilildesheim/NewYork,1976,p.98;HandbuchderQuellenandLiteratur

derneuereneuropdischenPriv¢trechtsgeschiehte,editepai°HelmutCoing,

vol.II-1,C.H.BeckVerlag,Munich,1977,p.272)

271658年 版 お よ び1681年 版 い ず れ の 『デ ュ ム ウ ラ ン 全 集 』 を 参 照 して も,パ

レ ー ン"("を 付 し て 始 ま る 「(確 か に,こ の 種 の 害 悪 の ご と き 連 中 は,弁 護 士

と い う 資 格 に は 値 し な い で あ ろ う し,… … 」((nequeenimhuiusmodipestes

Aduocatoi°umnominedigniSint,_)以 一ドの 一 節 に は,終 わ り の パ レ ー ン")"
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が 原 文 テ ク ス トに 欠 け て い る。 そ こで,引 用 者 は,文 脈 か ら判 断 して,「 明 ら

か に,こ う した 言 説 は,悪 漢 や ハ ル ピュ イ ア の ご とき怪 物 の そ れ で あ って,弁

護f:の 言 説 で は な い。 な ぜ な らば,弁1と は,真 実 お よ び1i三義 を 発 見 しか つ

守 り抜 く と い う,賞 賛 に 値 し,人 々に と って 必 要 な,職 務 を 担 って い るか らで

あ る。」(Vocesnimirumnehulorum&harpiarum,nonaduocatorum,uui

laudabilehominibusquenecessariumaperiendaeprotegendaequeveritatis&

iustitiaeofficiumprofitentur.)ま で が1組 の()で く く られ る範 囲 内 で あ

ろ う と解 釈 した 。

28国E顧 問 会 議 か ら各地 方 の 三 身 分 会 議 に派 遣 され た,評 定 官 らの こ とで あ ろ

う。

29占 代 ロー マ の 占 い伝 説 に よ る と,神 官 団 に よ り独 占 さ れ て い た 法 の 知 識 を,

彼 らの 秘 書で あ っ た グ ナ エ ウ ス ・フラ ビ ウ スが 神 殿 か ら 盗 み 出 し,民 衆 に 提 供

した。 そ して,こ れ が ロ ー マ法 の 噛 矢 とな った と い う(Cf.,Pomponius,D.1.

2.2.7,inCorpusIurisCivilis,editeparTheodorMommsen,i-eimpressionde

I'editiondel963,Weidemann,Berlin,2000,tomeI,p.30.赤 井 伸 之 「3バ

トリキ と プ レー ブ スの 身 分 闘 争 に関 す る 史 料 〔V皿〕 フ ラ ー ウ ィウ ス法 」,久 保

正幡 先生 還 暦 記 念 出 版 準 備 会 編 『西 洋法 制 史 料選1占 代』,創 文 社 刊,1979

年,pp.63-65に 所 収 。 小 菅 芳 太郎 「資 料 神 官 の解 答 活動(市 民 法 の法 源)」,

北 大 法 学 論 集 第15巻 第4号,1965年3月,pp.64-84に 所 収)。

301658年 版 お よ び1681年 版 い ず れ の 『デ ュム ウ ラ ン全 集』 を 参 照 して も,パ

レー ン"("を 付 して 始 ま る 「(なぜ な らば,私 は,何 も私 す べ き もの が な い ど

こ ろ か,・ ・一 」((nihilenimmihiarrogo,_)以 下 の 一 節 に は,終 わ りの パ

レー ン")"が 原 文 テ ク ス トに欠 けて い る。 そ れ で い て,新 た に パ レー ン"("

を 付 した 「(む しろ,功 績 ゆ え に 抜 擢 さ れ,当 該 事 業 を や り遂 げ る た め の 練 達

の 一トらに よ り,そ して,そ の 様 々な 賛辞 に よ り飾 り 立て られ るべ き,『 鉄 筆 』

(グ ラ フ ィ ス)が 存 在 して い る よ う に 」((sedvtessetγ ραφ≧Qseudelinea-

mentum,aperitioribusadidmunerisdeligendisexcutiendum,&viuissuis

coloribusexpr・imendum)と い う一 文 が続 い て い る。 そ こで,引 用 者 は,文 脈

か ら判 断 して,「(な ぜ な らば,私 は,何 も私 す べ き もの が な い ど ころ か,… …」

((nihilenimmihiari°ogo,_)に 始 ま り,「 む しろ,功 績 ゆ え に抜 擢 され,… …

『鉄 筆 』(グ ラ フ ィ ス)が 存 在 して い るよ うに 」(sedvtessetγ ραφ1α...&viuis

suiscoloribusexprimendum)ま で が1組 の()で く くられ る 範 囲 で あ ろ う
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と解 釈 した 。

31cr.TfllRGAt?,off.cit.,(citesupra,n.8),PP.32-33etp.114.ち な み に,

エ ラ ス ム ス は次 の よ うに述 べ て い る。 す な わ ち,「(前 略)私 は,聖 書 が 各 国 の

言 葉 に翻 訳 さ れ て 素 人 に も読 ま れ る 事を 欲 して い な い よ うな 人 や,あ るい は キ

リス トが 少 数 の 神学 者 に よ って だ け,か ろ う じて 理 解 され る よ う に難 し く教 え

られ た り,理 解 され た り,ま た そ の こ と に よ って,キ リス ト教 が 保 た れ る と 考

え て い る よ うな 人 とは,全 く相 容 れ な い の で す 。F.様 に と って は,秘 密 を か く

して お くほ うが 望 ま しい の で し ょ うが,し か しキ リス トは,そ の 秘 義 が 出 来 る

だ け 公 け に され る こ とを 望 ん で お られ るの で す 。 私 は,す べ て の 婦 人 た ちが 福

x.1tll
iを 読 ん だ り,パ ウ ロ書簡 を読 ん だ りす る こ とを 望 んで い ます 。 そ して ま た,

スコ ッ トラ ン ド人 や イベ リヤ 人 だ け で は な く,ト ル コ 人や サ ラセ ン人 に も,そ

れ が読 ま れ,理 解 され 得 るた め に,願 わ くは,す べ て の 言 葉 に翻 訳 され る よ う

に と願 って い る の で す。(後 略)」(エ ラ スム ス 著 木 ノ脇 悦 郎 訳 「新 約 聖 書序 文」

(金r春 勇 共訳 『宗 教 改 革 著作 集2エ ラ スム ス』,教 文館,1989年,ply・215-

216)。:宮 敬 著 『フラ ン ス ・ル ネサ ン スのilt界 』,筑 摩 書 房,2000年,p.232。

32例 え ば,フ ラ ン ソ ワ ・ラ ブ レー は 訴 訟 を 錯 綜 化 させ て い る の は,法 律 家 ら自

身 で あ る と皮 肉 って い る(ラ プ レー 著渡 辺 一・夫訳 『第 三之 書 パ ンタ グ リュ エ

ル物 語』,白 水 社,1949年,pp.384以 ド)。

33慣 習 法 を 整 序 す るた め の 方 策 で あ る と は い え,後 に モ ンテ ス キ ュ ー が説 く法

典編 纂 の理 論 を 先 取 り して い る(モ ンテ ス キ ュー 菩野ffl良 之 他 共 訳 『法 の精 神

(ド)』,岩 波 書 店,1988年,pp.195-197)。

34Cf.,FILHOL,"DUMOULIN",dansD.D.c.,tomeV。col.53;LUI(i.IOC.pit.

35例 え ば,ジ ャ ン ール イ ・ア ルペ ラ ン教 授 の7L解 を 参照 さ れ た い(ジ ャ ン ール

イ ・ア ルペ ラ ン野 ヒ博 義 訳 「コー ド ・シヴ ィル の200年 法 制 史家 の ま な

ざ し」(石 井 編 前 掲 書,p.122)。

36Cf.,OLIVIER-MARTIN,Histoiredudroitノ トαηぐαlsd々soriginesa'α

Revolution,2tirage,rド321,p.425.フ ラ ン ソ ワ ・オ リヴ ィエ ーマ ル タ ン著塙

浩 訳 『フ ラ ン ス法 制 史概 説 』,〔321〕,p.626。

37"Ettuneprimoattendidebentpastaetconuentionesinuestiturae

f'eudalis...Secundo,consuetudocuiusquepr・aefecturae:quodsicertocasu

pactainuestiturae&consuetudolocalisdeficiant,velsintambigua,tune

しertio&vtimoiuscommune&genei-alecognietcollsuetudinesvicinae.
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Quartoetultimo,iuscommuneRomanumsubIustinianomagnoredactum,

quatenusrationicongruit,necreceptismoi°ibusrepugnatdebetattendi."

(ド 線 部 は 引 用 者 。Cf.,DUMOULIN,"Primaparscommentariorum

parisienses,EpitometituliIdefeudis",dansCα1℃liMo伽 測...Operagα 認

extantomnia,tomvsprimvs,nulll,col.45:Ibid.,op.cit.,dansCaroliルlolin一

諭Operaquaextantopera,tomusprimus,11"111,P・23)。

38"VltimoveroeiurescriptoRomanomutuamur,quod&aequitati

consonum,&negotioquodeagitur・,aptumcongi・uiiqueinvenitur,nonquod

unquamfuer°imussubditiIustinianomaguno,autsuccessoribuseius:sed

quiaiusilloauthoreasapientissimisvirisordinatum,tamestaequum,

rationabile,&vndequaqueabsolutum,vtomniumfereChristianai・um

gentiumVSU,&approbationecommunesiteffectum._"(ド 線 部 は 引 川 者 。

Cf.,DUMOULIN,"Pi-imapanscommentarioi°umpai°isienses,Epitomeしituli

Idefeudis",dansCaroliMo伽 滅_Operaquaextantom.n.ia,tomvs

primvs,n燭'110,col.45;Ibid.,op.cど 乙.,dansCαro麗Mo伽 、短Operaquaextant

opera,tomusprimus,n"110,p.23)0

39前 掲(注3)拙 稿 「ロ ベ ー ル ・ ジ ョゼ フ ・ポ テ ィ エ の 邪 利 息 論 に つ い て の 一

試 論(1)」,p.58。

40"Galliaveronosh°aept・opriamhanclaudemquisinvideat,Romanasleges

statimubiPandectarumdenovorepertarumluxaffulsit,hicvelutinnatali

soloconsedisse?HicexRegumnostorumauctor・itate&consenssu,inmedia

fey°eRegnipaneproJurecommunipatrioqueservantur.Incaeterisautem

quaepeculiariregunturcujusqueprovinciaeconsuetudine;AJurescript.o

Romanomutuamur(inquitMo伽 潔 α8),quod&認9i乙 ε`αごεconsonum,&

aegotioquoゴ θ α8ぬr,aptumcongruumqueinvenitur:nonquodunguam

fuerimussubditiJustinianomaguno,autsuccessoribusejus:seclquiaJus

illoauc`oredsapientissim.isuirisordinatum,tamest認q正 偲m,rationabile,

&undequdqueabsolutum,utomniumfereChristiaaarumpentiumusu&

approbationecommunesiteJfectum.Tit.IlesFiefs,Proem.n.110."(Cf.,

POTHIER,F)α η(∫ρc硬 」αsε`ηεαηe認inn.ovumorinemdigest・ ぞ,tomusPrimus,

Paris,1748,p.xciij).

一55一




